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》
と
呼
ば
れ
る
存
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が
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形
ず
く
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々
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当
面
す
る
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あ
る
も
の
を
包
含
椋
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世
文
書
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の
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が
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何
な
る
位
置
と
意
味
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を
も
っ
て
使
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れ
て
い
る
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を
明
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に
す
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必
要
が
あ
る
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あ
ろ
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概
念
は
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地
に
基
く
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す
る
か
ら
で
あ
る
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解
明
に
は
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認
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書
を
も
援
用
し
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け
れ
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ら
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え
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叉
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懇
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｜
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に
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設
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べ
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と

1
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年
に
一
度
、
司
教
会
が
収
納
す
る
こ
と
。
他
方
王
は
、
保
護
と
譲
与
の
故
に
、
他
の
半
ば
を
所
有
す
る
こ
と
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」

一
切
の
の
O口白
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o
E
Eロ
g
の
半
ば
、

乙
れ
は
典
型
的
な
教
会
の
主
導
権
下
の
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2
2
開
設
の
例
で
あ
り
、
叉
そ
の
際
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
《
宮
ユ
ω問
団
》
の
典
型
で
も

あ
る
。
此
処
で
は
の
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ロ回口叩宮円四日ロ

g
の
中
の
、

そ
れ
も
家
屋
に
か
か
る
の
mロ白

5
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E
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の
み
が
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
行
文
上

こ
れ
ら
が
司
教
会
と
王
と
の
聞
に
折
半
さ
れ
た
の
か
、

王
が
そ
の
他
の

g
5
5
2＆
E
g
を
従
来
に
引
続
き
所
有
し
続
け
た
の
か
を
明
か
に

な
し
得
な
い
。
し
か
し
こ
の
場
所
が
本
来
森
林
で
あ
る
が
故
に
、
他
の
古
い
土
地
日
耕
地
に
対
す
る
の
O
ロ印

5
宮
内
田
宮
町
田
が
存
在
し
て
い
た
と

は
考
え
ら
れ
ず
、
せ
い
ぜ
い
森
林
使
用
権
等
に
留
る
で
あ
ろ
う
事
、

叉
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－
－
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2
4
0
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は
、
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規
定
住
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誘
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の
た
め
、

出
来
る
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り
軽
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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っ
た
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に
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れ
な
け
れ
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な
ら
な
い
。
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放
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を
内
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と
し
て
い
る
。
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す
れ
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、
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は
そ
れ
を
放
棄
す
る

瞬
間
ま
で
、
修
道
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・
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会
の
所
領
地
上
に
、
事
実
上

8
5
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a
z
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を
行
使
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
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し
て
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の

8
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i

ロ
g
が
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必
し
も
修
道
院
・
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会
・
修
道
院
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の
み
を
対
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と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
事
を
、
次
の
文
書
が
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て
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る
。

即
ち
可
。
目
白
印
可

の

HMOB。
国
司
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萄
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叉
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又
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t
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2
な
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久
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る
よ
う
・
・
・
・
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忠
弘
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戸

5
の
修
道
士
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認
し
た
も
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で
あ
る
G

こ
の
場
合
同

a
o
z
E
が
之
等
零
細
な
不
動
産
を
所
有
し
て
い
る
聞
に
は
、
王
が
そ
れ
ら
に

g
ロ∞

5
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行
使
し
、
寄
進
と
同
時
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、
王
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そ
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を

ω巴
5
l富山
E
E
E
に
対
し
て
、
放
棄
し
た
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

之
等
を
通
じ
て

。。ロ印
g
o
H区内出口
O
印

を
構
成
す
る
要
素
は
次
の
如
き
も
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と
な
る
。
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5
S
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（
E
）
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i
E
g
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市
印
（

V
）、

nRl

巴

g
E
B
と
れ
0
3・0
U
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び
i
・
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、
官
邸
ロ
仏
E
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E
）、

5
2曲。
g
w
z
g
M円丹江
N
釦巴

oロ
g
（
E
）、

σ吋叩ロロ州
H
2
2
8
h
E出回弘司釦同印

（
百
）
、
円
四
回
己

5
8
（町、

i
・
V
）、

2
5
5
（
V
、
官
、

i
・
官
、
一
日
・
唖
）

E
g
z
g
（町、

v・
i
、
百
）
等
は
、
何
れ
も
放
棄
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、

冊目
Z
E
d－
同
巳
と
城
壁
工
事
の
た
め
の

g
司
E
B
g
（
I
）
と
は
、
王
の
手
に
保
留
さ
れ
た
。
我
々
は
、

之
等
が
何
れ
も
、
当
時
の
日
常
生
活
に
直
接
に
密
着
し
て
い
る
性
格
を
も
っ
「
諸
権
利
」
で
あ
る
こ
と
、
又
之
等
の
何
れ
も
が
、
そ
れ
を
如
何

に
有
効
に
利
用
し
よ
う
と
も
、
「
支
配
に
と
っ
て
本
質
的
適
合
性
を
有
す
る
も
の
」
た
り
得
な
い
点
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
市
し
て
更
に
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
一
世
諸
文
書
中
に
、
。
。
ロ
印

5
E門回目ロ
2
を
土
地
と
は
不
可
分
の
も
の
と
し
て
取
扱
い
、
叉
し
ば
し
ば
「
諸
収
入
」
（
円
包

E
oロ何回）

な
る
語
と
併
記
す
る
所
以
を
も
理
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

副
次
的
な
雑
収
入
と
み
な
さ
れ
る
。

こ
の
限
り
で
は
、
こ
の
語
は

E
R
Z
9
Z
2司
自
由
H
M

等
が
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
、

し
か
し
な
が
ら
我
々
は
、
如
上
の
諸
権
利
を
も
っ
て
こ
の
語
の
す
べ
て
の
内
容
を
示
す
も
の
と
考
え
る
事
は
出
来
な
い
。
事
実
上
掲
の
文
書

す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、
《
巳

2
2
5
8
5
5
2
Eロ
g
v
と
云
う
表
現
が
繰
返
さ
れ
て
居
り
、
之
等
が
具
体
的
に
何
を
包
含
す
る
か
ぞ
推
定

す
る
こ
と
は
、
必
し
も
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
端
を
う
か
が
わ
し
め
る
文
書
に

刊
「
・
・
彼
（
ω巴
ロ
け
の

2
5巴
ロ
l
己

g
i
p－
宮
の
修
院
長
H
M
m
H
E
印
）
に
、

朕
が
当
該
・
4
・E
巳
同
（

KFEz－
－
－
叩
）
に
有
し
て
居
る
、
か
っ
て

は
彼
（

ω巴
ロ
円
。

q
B巴
ロ
i

向日
2131昨
臼
）
の
も
の
で
あ
っ
た

igzω
を
返
還
す
る
。
正
に
〔
そ
の

u
i
s
z
m
の
故
に
、
叉
朕
の

g
g
u
l

仲
立
の
ハ
も
た
ら
す
〕
不
安
に
よ
っ
て
、
？
で
の
〕
土
地
は
、
住
民
皆
無
ハ
の
状
態
に
〕
立
到
っ
た
。
而
し
て
当
該
土
地
は

ω
E自
立
印
（
切

g
s
l

宮
田
）
と
呼
ば
れ
る
城
の
隣
り
に
在
す
る
。
朕
は
よ
っ
て
・
・
・
・
当
該

i
g吋
ぽ
の
み
な
ら
ず
、
不
正
な
、
換
言
す
れ
ば
此
処
で
朕
の
も
の
〔
と

し
て
〕
収
納
し
て
い
た
、
他
の

gロ∞
5
2向日目白
2
を
も
、
当
日
以
後
永
久
に
返
還
す
引
c
」

初
則
カ
ベ

l
王
朝
の
U
G
E包
ロ

o
m
o
E－
（
下
）



初
期
カ
ぺ

1
王
朝
の
り
0
3曲
目
ロ
O

河

D
E】（
下

）

と
あ
り
、

i
の
阻
止
仰
が
此
処
で
は
極
め
て
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
た
と
云
う
推
定
が
可
能
と
な
る
a

i
－－

m
ぬ
も
見
ら
れ
、
之
等
は
後
に
《
。
ョ
ロ

g
g
D白
g
z
a
z
g》
な
る
表
現
に
包
括
さ
れ
わ
。

同
様
の
書
式
は

。。己刊の巾－－
o
印
の

他
方
吉
田
件
目
立
問
を
挙
示
し
た
も
の
は
、

上
掲
文
書

E
以
外
に
な
く
、

こ
の
際
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
之
ぞ
無
条
件
に
と
り
あ
げ
る
の
を
爵
膳
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
何
と
な

%
ま
、
i
l
 
一
確
認
文
書
に

珊
「
こ
の
教
会
（

Z
。可。ーロ州
wgm
q
H
W
E
B－ug）
が
、

上
記
の
如
く

岡山

0σ
巾『－
E
』印

王
及
び
朕
の
父

国巾一ロユロロ印

王
か
ら
確
保
せ
る

gロ
g
m
z
a
z
g
は
以
下
の
如
し
コ

即
ち
当
該
教
会
の
司
教
会
（
n
m
E
o
E巳
）
は
、

そ
の

B
富
山
田
宮
ユ
デ

同｝『冊目】
O
回目
H
M
M
円
釦
w

。印刷】山内
U

巾吋印刷凶切

gロ円
o
z
m
の
何
れ
〔
の
職
U

で
あ
ろ
う
と
も
、

彼
等
の
聞
で
選
挙
し
、
与
え
、

且
任
命
し
〔
得
U
、
当
教
会
に
属
す
る
も
の
は
何
な
り
と
も

所
有
、
保
持
し
ハ
得
V
・
・
・
。
更
に
修
道
院
長
官

σ
E白
）
は
、
そ
の
湾
各

g
e
o
の
売
却
権
を
有
す
る
。
財
庫
（
2
5窓
口

E
∞）

に
つ
い

て
、
修
道
院
長
は
、
司
教
会
の
一
致
し
た
同
意
な
き
限
り
、
自
由
に
収
納
し
得
な
い
。
教
会
の
も
の
で
あ
っ
た
、
司
教
会
の
土
地
内
で
は
、
朕

a

η

 

の

B
富
山
由
丹
市
江
巳

2
は
、
何
等
の
吉
弘

5
m
も
自
営
昨
日
。
も
行
い
〔
得
〕
な
い
・
・
・
・
。
」

と
あ
り
、

g
g
g
z
aロ
g
そ
の
も
の
が
、
上
掲
諸
例
と
異
り
、
教
会
運
営
上
の
諸
特
権
、
即
ち
教
会
の
』
E
S
S
E
Z
或
は
ロ

Z
2
2

に
属
す
る
諸
権
利
を
列
挙
し
て
い
る
所
か
%
り
し
て
、
此
処
で
の
吉
弘
山
口
加
も
、

同
様
に
－
B
E
C
E
H
S
に
属
す
る
教
会
裁
判
権
｜
｜
聖
俗
を

問
わ
ず
｜
｜
の
問
題
に
帰
着
す
る
も
の
と
考
え
、
む
し
ろ
《
仏
O
B巴
思
骨
己
合
同

mazgo》
の
範
曙
に
ゆ
だ
ね
る
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。

之
に
対
し
て

g
E
P
H
O
H
S
は

gロ
田
口
市
宮
内
同
宮
町
田
に
含
ま
れ
て
い
た
横
様
で
あ
る
。

E
「
上
記
土
地
内
の

ハ
換
言
す
れ
ば
〕
聖
冨
B
n
r
5
M白
（ω丘
三
1

冨

2
5宮
内
宮
宮
町
ミ
）

の
場
所
の
何
処
に
居
住
し
よ
う
と
も
、

朕
の

町内】
B
富
市
聞
は
、
ロ
σ
o
Z
た
る
と
白

2
1
た
る
と
〔
を
問
わ
ず
U
、
土
地
に
負
う
の
。
ロ
印
己
叩
宮
内
出
ロ

g
を
、
聞
ち

g
E”
に
お
い
て
、
。
。
ロ
田
口
白

に
お
い
て
、
叉
そ
の
他
の
宮
内
置
一
広
吉
ロ

g
に
お
い
て
、

。。

う
べ
し
。
」

聖

冨
M
W

丘
自
己
的
の
買
O
同】吋丘町。

g
z
g
と
同
様
に
、

果
し
、

旦
果
し
つ
つ
支
払



此
処
で

g
z
u
は
の

g印
5
そ
の
他
と
共
に
、

g
ロ印己巾

Z
門口

3
2
の
内
容
を
な
し
て
い
る
が
、
他
の
文
毒
は
之
を
併
記
し
て
い
る
が
故

に
、
結
論
ず
け
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Z
2可
B
釦
ロ
は
以
上
の
外
に
、
次
の
文
書
を
、
王
の
《

gEEHHg》
贈
与
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。

a
 

x「
。
ユ
合
ロ
印
の
司
教

HoEロロ
2
〔
等
〕
は
・
・
・
・
彼
等
の
葡
萄
畑
に
お
け
る
、
即
ち
り
O
B
5
冨

ωzzg
（U
S
M
B
R昨
日
口
、
。
ロ

2
3

に
あ
る
四

ω『℃巾
H
M
g

と
少
し
の
〔
土
地
に
お
け
る
U
、
朕
の

i
E・5
L」
、
叉
朕
の
吉
弘
日
同
町
田
と

z－Z
を
彼
等
に
寄
進
す
る
よ
う
〔
請
願

し
た
。

そ
の
萄
葡
畑
の
〕

一
方
は
教
会
の
巳
江
口
自
に
よ
り
、
第
二
は
ピ
肉
巾
円
目
立
ロ
印
（
岡
、
。
町
市
）
河
、
第
三
は
公
道
、

第
四
は
聖
〈
山
♀
O
吋

〔
即
ち
〕
上
記
葡
萄
畑
及
び
土
地
内
の
、

朕
の
一
切
の
吉
田
巴
昨
日
ω
と

Z
－g
と
H

訟
の

2
Z門出口
2
と
を
彼
等
に
贈
与
す
る
。
」

の
土
地
に
よ
っ
て
か
こ
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
囲
の
内
部
、

朕
が
其
処
に
有
し
て
い
た

i
E－
E
と、

内

4

8
ロ印ロ
o
E品目ロ

g
な
る
語
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
の
文
書
を
、

z
g司
B
m
w
H
M

が
何
故
に
採
用
し
た
か
は
明
か
で
な
い
が
、

1
2
ュP
吉
弘
l

E
m
W
H
o
－E
の
三
者
が
併
列
的
に
、

同
一
地
上
に
行
使
さ
れ
て
い
た
点
は
注
目
に
価
し
よ
う
。

。。ロ曲己
m
w
H
C
門
出
口
四
回
と
は
、

同
、
巾
ヨ
国
立
問
巴
巾
円

等
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
之
等
の
内
容
を
、
当
然
包
括
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
概
念
だ
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
我
々
は
、
何
故
に
こ
の
文
書
で
、

こ
の
語
が
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
を
疑
う
ベ
、
き
で
あ
ろ
う
。
「
土
地
に
負
う
も
の
」
と
し
て
、

土
地
と
の
不
可
分
性
を
印
象
ず
け
ら
れ
る
こ
の

語
が
、
土
地
所
有
と
は
別
筒
に
、
他
の
所
有
地
上
に
設
定
行
使
さ
れ
て
い
た
点
、
叉
更
に
そ
の
内
容
が
、
或
は
分
割
、
分
解
、
保
留
さ
れ
、
或

は
そ
れ
ぞ
れ
別
箇
の
も
の
と
し
て
、
文
書
上
に
併
記
さ
れ
て
い
る
点
等
に
、
我
々
は
問
題
の
本
質
を
と
ら
え
る
契
機
を
見
出
し
得
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
々
の
諸
権
利
を
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

註

l

同
‘

0

自釦同
i

即拘ロ伊。司
w

匂
紘
】
D
円州

附
紀
以
前
に
口
o口
凹
ロ
叩
仲
巴
門
凶
伊
ロ
叩
田
な
る
語
が
用
い
%
り
れ
る
こ
と
は
叫
側
め
て

稀
で
、
そ
の
場
合
に
は
、
「
ロ
l
マ
時
代
に
遡
り
得
、
旦
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
ガ
、

カ
ロ
リ
ン
ガ
諸
王
の
下
に
う
け
つ
が
れ
た
公
私
の
＝
己
U
2」
、
叉
は
「
慣
習

的
に
司
教
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
た
己
『
O
伊
丹
」
の
意
味
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ

初
期
カ
ベ

l
主
朝
の
り
o
g
aロ
叩
一
河

OM函
j
戸

（

下

）
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missa facio perpetim, apud Villanam quoque duas partes 唱《libera》 .JJiii;'.滞。 Vendeuvre,op. cit., passim. 

decime illius terr宰quamGelduinus dedit et campipartem. 。Prou,n'CLV, p.389, a・1106. 《D田 etaecclesie beati 
事E譲4ミz－同署iilGDomaine Royal (¥L) 111同
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C!odoaudi ejusque canonicis, juxta terram de Lesvilla, cedente Raimberga uxore sua.…... et ut supradictas vine-
que eorum est, partem qnandam de bosco nostro, Creia as solutas et quietas haberent et possiderent in perpetuum 

nomine, concessimus hospitandam; tali tamen conditione sancti Maglorii monachi, et predictam domum cum om-

talique tenore domum istud fecimus, ut de domnibus illis nibus supradictis, sine qualibet exactione vel consuetudine 

que eorum appetitione inibi edificabu凶urmedietatem om- nostra seu ministerialium nostrorum, concessimus. )> 

nium consuetudinum, census videlicet et villicationis Newman, p. 129, n'82. 

singulis annis canonici recipiant, rex autem, tutaminis et 出 窓吋~ Prou, n'XIII. p. 41.総！輯F同・属医思’ Prou,n'C-

concessionis sue gratia, medietatem alteram possideat. )> LI, p. 383, -14-自言固定I;＇民 6陸軍軍（forum）ば堅いの組制抑（：口
Newman, p.125, n'59, et p. 7,n. 8, p.12. n. 5. ・υ）中総理i。
合 Newman, p.14; Verriest, op. cit., passim, surtout p. 公 :i@寝 （斗） 怨 Il制’ ・同’ i立当。
130 132; Luchaire, Hist. des Inst., II ,p.195--201. ~ Prou, n' LXIV, p.176, a'1073. <{quandam sibi remittere-

Verriestさ海嶺藍議日差益ふい， I ,jqQ苦TI¥手当平（削給）五十4雪印思惑 mus vicariam, quam habebamus in quadam villula ip釦－

J’迫宍（料A)_jい総司自）ミ，＜$雲監鴻昨今年J思痛い時三E民（緩やド縫 rum; nunc vero occasione vicarie et nostrorum inquietu一
雄震はわニトJ..，；：，宗許らの） ~ pariage AJ!\lr•I<:! .(.2° Luchaire ti dine ministr官 umabsque habitatoribus vacua erat terra. 
同五時18~昔話ムポ湿：ムば」ヨニ seigneurie Q縫~~中広ヨト_j＇時1Q Est au tern ipsa terra juxta castrum quad vocatur Stampis 
乞越川Jド越智唱の.i!\'•I<:!’送車E窓会側程E占有芝...） .(_2-,;:,Q心和記 .(.2 ：会’ sita. Nos igitur, eorum petitionibus assensum prebentes, 

謡思やさ渥栴五郎矧p時時。 eis tam ipsam vicariam quam alias injustas vel quas!ibet 

コProu,n'XCII, p.237, a'l078. ＜｛…quendam hominem de quas ibi nostrates accipiebant, ab hac die imperpetuum 
Pissiaco, Hylduinum nomine, quatuor arpennos vinearum remittimus consuetudines. )> 

plus minusve in territorio ville que dicitur Villenis, ..・… Newman,p.127, n'45. 

beato Maglorio de Parisius donavisse, domum cum vasis 回 Newman Q identification !l吋時 (ibidem）。
omnibus tam vinariis quam annonariis et cum omni super- 出 Prou, n'W, p.14, a' 1060.総11時’・同・同窓襲。
lectile que intus habebatur, cum tota etiam curte sup 宮 Prou,n'LXV, p.171. Adele, comtesse de Flandre Q 
radicte domus, Pissiaci burgo contiguam, id ipsum con Saint Denis !l安いの給剣Q告書聡。＜｛utomnes consuetudines 



quas ha be barn in villa que dicitur Curtiliolis・ ・・ ...》 R Prou, n'CXXIII, p. 310£.a' 1092. ~-- ·quod Johannes, ec 
口 Prou,n' CVIII, p. 275, a'l082.《Heevero sunt consue- clesie sancte Aurelianensis episcopus, ・ ・ ・ ・ ・ ・ deprecantes ut 

tudines, quas ipsa ecclesia tenuerat a prefato Roberto eis viariam nostram que in vineis eorum, videlicet qua-

rege, sicut supradictum est, et Henrico rege, patre nost tuor aripennis plus minusve, fuerat apud Domnum 

ro, videlicet ut ipsi canonici ecclesie ipsius ministeria, pre- Martinum, et omnem justiciam nostram et toltam con-

posituram, capiceriam, cantoriam, quibuscunque ex eis cederemus. Terminatur autem ex una parte atrio eccle-

elegerint donent, et clisponant, et quicquid ad eadem ecc sie, altera fluvio Ligeritis, tertia via publica, quarta terra 

lesiam pertinet habeant et posideant，・・・… Habeat etiam sancti Victoris. Infra has determinationes, in prefatis 

abbas ipsarum vendicionem prebenclarum. De thesauro vineis et terra, eis viariam et omnem justitiam nostram 

sine communi consensu canonicorum, abbas ipse nichl, et r巴ctituclinemet toltam,quas ibi habebamus・・・conces-

accipere presumat, per violenciam de ipsa ecclesia nichil simus, ・・・》

accipiat. In terris canonicorum, que ecclesie fuerint, mi- Newm創 1, p.127, n"• 44, 52. 

nisteriales nostri nullam justiciam nee exactionem faciant, 吋 Prou ~吋＋：；泡 Dammartin, Newman ~付与ご~ Olivet 

…〉 ~ identifier 判長崎。

国 恥入＝－－ J起Q charte ~- ＊令〈ヂIQ《ministerialesnostri R 常，」；－v Newman ti’N砂Q縫設の consuetudines..\J狩，~.;..! 
〉 Q橋忠U 《Etne prepositus Stamparum vel aliqua Q ¥'.'.J ti~時例ニ。早川」手＋：；：！！’穏当 taille !.H¥ "'11長官事今年J-,J)，［＂＼と

per田 na・・・…》心，令c-(Prou,p.275.n.3.）。 \J ニのみ必＼＇.＇.－＇ ~I{! (id, n'52.）。付ゃい題：ム判事E心.；..！Qti’〈
~ Prou, n'CLI, p.383., a'll05.《……ubicumquemanserint rectituclines::} Pぺや .；..！＼＇.＇.－＇ 時時•！：＂＼0 Du Cange, G!ossar・ium,
homines nostri, liberi vel servi, in praefatis terris sive t. VII, p. 60. v＇《 rectituclo::}, jus quodquis in rem ali-
locis sancti Maximini, terrarum debitas consuetudines, quam habet; rectus usus, aequa consuetudo. 

scilicet in talliis, in censu, in ceteris redditibus, quern 

admodum proprii homines sancti Maximini, perpetuo reel-

dant et reddenclo per鉛 lvant.::}

包 Prou, n'CXIV, p. 2日， a'l085. 奇襲｜料’ ::::: ・医lさ壊。
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初
則
カ
ペ

l
王
朝
の

U
0
3包
口
。
河

ou訟
】
（
下
）

八．

11 

A
、
nmw呂田
uqmwH・
♂
げ
吋

Oロ
ロ
己
目
。
E
P
也
市
巳

gmu
。
巾
ロ
吉
田
w
o
t－

先
ず
上
記

gロ白
5
E門田宮
g
中
に
含
ま
れ
た
諸
語
か
ら
検
討
を
加
え
よ
う
。

《
g
g阿回
一
回

MM有
国
》
（
各
国

EHU白『
F

Z吋
E
m
m）
。
収
穫
物
の
一
定
比
率
で
の
納
入
で
あ
る
3

フ
ィ
リ
ッ
プ
一
世
文
書
中
の
言
及
は
、
上
掲
本

章・
1

・
WHの
FmwωmWC4巾
l冨
旦
2
円
巾
の
土
地
、
〈
ロ
－
m
z
g
の
、
王
の
そ
れ
の
放
棄
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
制
度
が
カ
ぺ

l
朝
期
に
激
増
し
、

特
に
パ
リ
地
域
で
布
及
し
た
と
す
る
限
り
、
王
自
身
の
土
地
所
有
に
関
し
て
そ
の
大
部
分
が
保
留
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

い
わ
ゆ
る
仏
O
B
m
g
o
細
分
と
、
そ
の
経
営
に
適
合
し
た
も
の
と
す
る
場
合
、

特

に
こ
の
形
態
が
、
十
・
十
一
…
世
紀
の
、

印巾日

mHMmc一
司
に
と
っ
て

は
、
土
地
と
こ
の
権
利
と
の
直
接
把
握
が
不
可
欠
な
条
件
で
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
、
上
記
文
書
の
そ
れ
は
、

王
の
所
有
地
外
の

修
道
院
領
に
対
す
る
、
王
の
権
利
で
あ
っ
た
事
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
更
に
こ
の
際
、
現
物
輸
送
の
た
め
の
の

0
3－
r
が
伴
う
べ
く
、
叉

そ
れ
が
当
然
金
納

2
5
佑
す
る
傾
向
ち
予
想
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

《
t
E
S
Z開
》
《

F
2
2
5》
《
立
創
刊
岡
田
町
山
岡
胆
神
宮
》
。
何
れ
も
言
及
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
回
の
み
で
、

且
何
れ
も
意
味
不
詳
で
あ
る
。

《
i
E
g
t
o》
色
、
上
掲
第
二
章
i
・
V
の
文
書
に
唯
一
回
の
み
言
及
さ
れ
る
が
、
之
は

i
ロ叩
1

ロ
2
2
の

Yom
－同g
の
家
屋
に
か
か
っ

た
も
の
で
、
併
記
さ
れ
て
い
る
の
巾
ロ
印

5
と
、
ほ
ぼ
同
様
の
性
格
を
有
す
る
も
の
と
推
定
し
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

《
V
S
E
5
2
2
5》
（
σ司
g
m
m
o）
。
言
及
は
上
掲
本
章
i
－

WHの
p
g
O
M可
の
土
地
に
関
す
る
文
書
の
他
に

I
「（

ω
m
Z
H
l
H
N
E
E
2
に
対
す
る
）

Q
1巳
2
Z
Z
（（
u
r
2・吉
g
c同
1H）
の
、

σ『巾ロロ
m
W
2
2
5
免
除
に
関
す
る
、
同
μFEHU℃
己
的
王
の
証

書
〈
仲
g
g
E
g
g
s

－」

と
あ
り
、

此
処
で
は
、

他
の
記
述
を
全
く
欠
い
て
い
る
。
こ
の
意
味
も
必
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
】
M巾
3
E
及
び
ロ
ロ
ロ
mgm巾
に
よ

の
た
め
の
穀
類
徴
発
権
と
規
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
上
記
ニ
例
が
、
何
れ
も
修
道
院
領
に
あ
る
点
に
注
目

り

一
応
猟
犬
飼
育
（
宿
泊
時
の
）



す
べ
く
、
そ
の
際
、

こ
の
権
利
は
、
弘
司
O
広
島
巾
の
町
田
印
切
タ
色
円
。
広
島
市
包
宮
に
関
連
性
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
コ

叉
司
mw
耳
目
白
に
よ
り
指
摘

さ
れ
た
V
O
円

E
E巾
の
ω
m
w
山口付
l

口
広
の

2
ロ曲目。円（

c
a
l
H
S
N）
の
記
述
（
σ『
巾
ロ
ロ
忠
は
聖
冨

2
2ロ
5

5
0
2
5）
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
そ
の
形
式
は
著
し
く
の

E
B℃
m
E
に
類
似
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

の
祝
日
十
一
月
十
一
日
に
三

《

eagMH》
（
色
旨
巾
）
。
も
と
よ
り
比
処
で
執
上
げ
る
の
は
教
会
特
権
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
、
俗
権
佑
し
た
も
の
で
あ
る
吋
上
掲
文
書

第
一
章
i
・
V
に
は
「
大
小
二
号
己
ヨ
忠
」

な
る
語
あ
り
、
之
は
王
の
司
自
白
と
共
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
上
掲
文
書
本
章
i

－
W
H
に
お
い
て
は
、
〈
己
目
白

Z
Z
に
お
け
る
「
二
部
分
の
含
巳
S
m
w
巾
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
之
等
二
つ
の
表
現
は
、
同
一
の
対
象
を
一
不
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
区
分
は
不
明
で
あ
る
。
市
し
次
の
寄
進
文
書
は
よ
り
詳
細
を
伝
え
て
い
る
。

（
可
。
凶
器
可
）
の
、
即
ち
同
，

g－
（
吋
江
市
戸
）
及
び
《
U
Y釦
吋

E
4
mロ白・

E
「
朕
は
よ
っ
て
・
・
・
・
上
記
修
道
院
（
ω巴
E
ーの
2
B
m吉

lglvミ
0）
及
び
。
。
E
Bげ

g的
目
的
（
。
。
巳
05σ
白
）
の
修
道
士
に
、
目
的
印
日
間
巳

F
回
。

E
5怠
叩
）
の
酒
庫
及
び
穀
倉
に
所
属
す
る
、

（（
U
F
m
w門
戸

04ω
ロロ
0
・

朕
の
葡
萄
酒
及
び
〔
小
麦
〕
年
間
収
穫
の
一
切
の
宕
巳
B
回
を
、
同
じ
く
市
0
2
4
に
つ
い
て
、

k
F
H
4
2
白
ハ
の
〕
葡
萄
酒
、
野
菜
ハ
小
麦
〕

麦
以
収
穫
、
大
麦
、
野
菜
の
一
切
の

年
間
収
穫
、
及
び
大
麦
〔
等
〕
如
何
な
る
も
の
で
あ
れ
、
〔
そ
の
〕
含
巳
B
”
を
与
え
る
。
同
様
に
、

k
F
O
E
－
首
位
（
H
4
0
－Z
巾
）
の
、
朕
の
〔
小

h
u
 

n吋
叩

g
mロ
Z
（

H

を
、
其
処
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
た
、

又
は
、
自
家
製
葡
萄
酒
）
と
共
に
与
え
る
・
・
・
・
。
」

円目。巳

g
m

一
切
の

n
o
D印
己
的
。
円
四
的
。
巾
ロ
タ

田口円のゆロ白”

此
処
で
は
営
立
B
m
は
、
菊
萄
酒
、
小
麦
、
大
麦
、
野
菜
等
の
十
分
の
一
税
で
、
そ
れ
が
王
自
身
の
酒
庫
や
穀
庫
に
収
め
ら
れ
た
現
物
を
対

象
と
し
て
い
る
際
に
は
、
叉
し
ば
し
ば

2
5
5
又
は

nv同
B
U
釦ユ
と
併
記
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
す
れ
ば
、

のH
M
m
w
s
－u
E－
一
円
に
近
い
、
或
は

よ
り
直
裁
な
現
物
貢
納
と
看
倣
し
得
ょ
う
。
そ
の
場
合
に
は
、

推
定
す
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
困
難
で
は
な
く
な
る
。
而
し
て
こ
の
こ
と
は
、
仏
目
立
B
m
を
し
て
、
本
来
教
会
的
権
利
を
装
い
な
が
ら
、
土
地
及
び

内凶ゅの山
B
m
w

が
動
産
不
動
産
を
間
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
対
象
と
し
て
い
た
と

そ
れ
に
負
う
も
の
に
制
約
さ
れ
、

し
か
も
土
地
所
有
と
は
直
接
の
関
連
な
き

白色
mロ
2
1巳
な
収
奪
・
支
配
の
手
段
た
ら
し
め
得
る
で
あ
ろ

初
期
カ
ペ

l
王
朝
の
り
o
g白
百
四
河
白
百
戸
（
下
）

ゴし



初
期
カ
ペ

l
王
朝
の
り
ロ
自
由
E
o
m
D
U
B－（下）

四
0 

h
q

ノ。《
g
回
国
回
国
》
（

n
g印
）
。
上
掲
第
一
章
i
・官、

u
・
珊
の
ニ
文
書
に
規
定
さ
れ
て
い
る

2
5
5
は
、
何
れ
も
吉
田

E
Z印
に
課
せ
ら
れ
た

も
の
と
行
文
上
解
す
べ
く
、
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
三
リ
I
ブ
ル
は
、

考
え
ら
れ
よ
う
。

い
わ
ゆ
る
の
白
日
比
江
田

g
ロ印

Z
9
2口白
5
2
1
z
g
（の｝
5
・5
m
m）
と

更
に
上
掲
本
章
i
－

E
の
場
合
は
か
ま
ど
に
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
み
の
り
、

i
・
V
の
場
合
は
、

・1
E
S巴
o
と
共
に
、

F
O
印
℃
広
命
的
の
建
設

し
た
家
屋
に
、
年
に
一
度
課
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
之
等
の
諸
例
の
う
ち
、

王
と
の
分
割
を
示
す
も
の
が
あ
る
が
、
如
何
な
る
比
率
又
は
方

法
で
分
割
さ
れ
た
か
は
明
か
に
な
し
得
な
い
。
他
の
例
と
し
て
は
、

E
「
・
彼
（
王
の
自
己

2
4
F
－28
D
C
m）
は
・
・
・
聖
凶
℃
目
的
宮
内

2
5
ロM
m
『江口口印

を
覚
え
て
建
立
さ
れ
た

ωσσ
白
色

o

－mF
（

ω
m
岡山口
H
i

【

U
H
M
門戸印門
O
H
u
y
m
m
H
M

出回目釦件付。一）

に・・・・切

g－Z
J
1
m
目
的
の
喝
由
民
ロ
印
に
あ
っ
て
、
河
町
己
印
（
何
回
目
5
内
）
と
呼
ば
れ
る

4
E仰
の
中
、
三
山
3
u叩口一宮

半
の
葡
萄
畑
を
・
・
・
・
贈
与
し
た
。
・
・
・
・
よ
っ
て
朕
は
、
朕
の
母
后
と
共
に
、
上
記
教
会
が
、
同
州

2
印
と
呼
ば
れ
る

t
－E
に
有
す
る
、
葡
萄
畑

と
、
仏

g
Rロ
と
、
葡
萄
酒
の

8
5
5
を
贈
与
す
九
・
・
・
・
。
」

と
い
う
文
書
が
あ
り
、

こ
の
場
合
に
の
mロ
田
口
白
は
、

他
者
所
有
に
か
か
る
土
地
の
葡
萄
畑
と
そ
の
生
産
物
及
び
色

g
m丘
町
に
課
せ
ら
れ
た

王
の
収
入
を
意
味
し
て
い
る
。
更
に

Z
2可
B
mロ
が
こ
の
項
目
に
分
類
し
た
、

wn
「・・・・聖

F
f
Z
E
5
3巳口付
l
F
q
E
E
色
。
冨

2
ロ
mlmgHIFo可
。
）
の
司
教
会
（

n
g
o
E巳
〉
は
、
朕
が

K
P
E
S
E
－－－阻ん』

名
ず
け
ら
れ
た
聖

v
f
v
ω
E
5
の
土
地
（
。

z
iロ
olω
巴ロ円

i
v
f
z
R
a）
に
有
し
て
い
た

i
s
z
g
を
、
返
還
す
べ
く
請
願
〔
し
た
〕
。

・
・
そ
の
請
願
に
よ
り
・
・
・
・
朕
は
次
の
如
、
き
ロ

Z
Z
S
を
賦
与
し
た
。
朕
の
耳
名

2
5』
印
も
、
朕
の

1
2
Z
5
も
、
朕
の
他
の

s
z
u
l

同
巾
『
も
、
当
該
〔
土
地
〕
に
、
何
等
の
侵
入
（

E
4
2向
。
）
も
な
さ
，
さ
る
こ
と
。

ペ
シ
テ
ヨ
ス
一
ア

一
回
、
聖
霊
降
臨
節
に
、
牡
羊
四
十
頭
を
受
取
る
乙
と
を
除
く
。
」

〔
但
し
〕
聖

F
f
y回一同
1ag
の
司
教
会
の
手
か
ら
、

毎
年



な
る
文
書
に
は
、

。
色
白

5
と
云
う
語
が
在
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ル
イ
六
世
の
当
該
事
項
の
確
認
文
劃
か
ら
、
牡
羊
四
十
頭
の
自
然

物
貢
納
を
、

2
ロ
印
己
加
と
規
定
し
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
貢
納
は
、
文
字
通
り
読
め
ば
本
来

iszz

考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
は

1
2
E
E
廃
止
に
対
す
る
反
対
給
付
に
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

に
属
す
る
も
の
と
も

z
o
d『
旨
州
自
に
よ
れ
ば
、
次
の
貫
納
も
の
叩
ロ
印
己
的
に
属
す
る
。

V
つ・・・（

krEmw
∞E
2回
目
河
巾

u
a
n
E叩
口
出
に
あ
っ
て
、

ω白宮門
H
V

ん
げ
円
白
骨
一
の

E
・2
円
2
に
、
国
巾
円
σ四
円
け
及
び
そ
の
一
委
に
よ
っ
て
寄

進
さ
れ
た
葡
萄
畑
・
家
屋
等
の
諸
物
件
に
つ
い
て
）
・
・
・
・
下
記
の
如
く
、
定
め
ら
れ
た
時
期
に
、
朕
の
受
取
る
べ
き
十
五
デ
ナ
リ
ウ
ス
、

酒
四

g
E田巴、

菊
萄

れ
て
果
さ
ば
、
科
料
を
支
払
う
べ
く
、
市
も
、
上
記
事
項
（
貢
納
）

大
変
一

szm、
パ
ン
と
雌
鶏
一
羽
を
、
朕
の

O
R片
山
口
印
に
納
め
る
べ
し
。
若
し
修
道
士
が
〔
之
等
〕
貢
納
に
つ
き
、
遅

は
取
消
さ
る
る
こ
と
な
し
。
」

此
処
で
も
の
巾
ロ
∞

5
の
語
が
見
出
さ
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

eo 

ロ
巾
聞
か
ら
安
全
」

「
俗
人
に
よ
る
（

8
3・m
E
w
g
h一仰の昨日
0

等）

一
切
の

n
o
D印巴伺けロ色町
i

と
な
っ
た
筈
の
修
道
院
の
諸
物
件
に
関
す
る
、

雑
多
な
貨
幣
及
び
自
然
物
に
よ
る
貢
納
が
、

遅
延
の
際
の
科
料
を
も
伴
つ

て
、
規
定
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
如
く
し
て
、

2
ロ印

5
は
、
耕
地
に
対
す
る
賦
課
と
い
う
本
来
性
を
保
つ
も
の
で
は
勿
論
な
い
け
。
そ
の
対
象
に
つ
い
て
も
、

そ
の
納

入
手
段
に
つ
い
て
も
、
更
に
叉
そ
の
性
格
に
つ
い
て
も
、

上
記
諸
権
利
と
区
別
し
難
い
も
の
と
な
っ
た
。
む
し
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
対
象
に
対
し
て

の
貰
納
が
、
特
に
由
。
ぽ
ロ

2
円
と
し
て
の
王
自
身
が
土
地
を
所
有
せ
ぬ
場
合
、
定
量
化
し
て
表
象
規
定
さ
れ
る
際
の
、
最
も
手
近
か
な
法
的
用

語
と
佑
し
つ
つ
ゐ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
同
一
の
結
果
、

即
ち
雑
収
入
を
も
た
ら
す
べ
き
諸
権
利
が
、

或
は

2
5
5
化
し
、
或
は
そ
の
名
を
擬
せ
ら
れ
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
の
事
で
あ
る
。
従
っ
て
、

2
5
5
を、

g
E
M
u
－um『
印
等
と
共
に
、

《

eszzs》
甘
口
己

2
の
卓
越
せ
る
し
る
し
（
白
百
ロ
ゆ
）
と
し
た
「
〈
巾
『

Z
g円
の
動
は
、
こ
の
限
り
に
お
い
て
正
当
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
而
し
て
我
々
は
、
そ
の
対
象
の
広
汎
さ
に
お
い
て
、
こ
れ
と
色
申
立

g
m
と
の
類
似
性
に
も
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
特
に
後
者
が
、
必
し

初
期
カ
ベ

l
王
朝
の
り
o
E
2ロ
叩
河
O
同
即
日
（
下
）

四
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狸
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R
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L
e
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n
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l
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u
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v
e
n
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u
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d
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c
u
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u
e
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初
期
カ
ペ

l
王
朝
の
り

05包
ロ
叩

mou－
－
（
下
）

17 16 

zm宅
5
2
f
u－
H
N
m
y

口。叶
0
・

a

U
ロハ
u
g
m
P
E
o
n
R
E
P
一
℃
・

5ω
・
え
《
n
g
g
E印
〈
o－

g
ロ
g
z
s
v
w
司
自
己
ロ
田
広
ogwρZDamZ℃
E
Sロ
g
ユロヨ・〈。

《ロ

g
gユEgvu

。gg
o
E巳・

U
H
4
t
こ
I
E
口
付
。

古里一言＝
a
p
uロ
ロ
ロ
州

Fzn町
田
町
タ
自
己
・
己
目
ニ
ロ
2
・・－

w唱－
U
ω
U
2
2
5
8
u
℃－
N
0
・

B 

8
3
0
u
u
s
m
H
M曲目
O
E
E
2
5
w
E
E
m
w－

（の
O
円

4
b
p
。
宮
山

2
1
0
3

上
掲
第
一
章
i
・
V
は

ω巴
己

lv北
町
円
山
口
∞
己
白
骨

《
g
『
S
Z
V
《。
R
5
5
5》
《

S
Z
M
g
z
s》

四
四

刊

日

〈

由

215曲
デ

O
ヲ
口
件
－

wHM－
H目印・

四
回
、
ロ
nva『
タ
国
広
円
・
《
凶
何
回
同
ロ
2
・
vHWHV－uuwpH・
は
、
同
M円
。
ロ
唱
え

HLMHHHU
℃・

5
吋子担。

5
a・
（
本
節
E
）の円凶
o
a
E
S
を
、
「
自
然
物
質
納
」

（ぽ
ω
円。品。〈卵白一
n
o
ω
g
ロ
mwEB）
に
分
類
し
た
。

却

Z
O耳
目
白
ロ
・
唱
－
N
0
・

v
t
m口
町
を
、
岡
、
回

ωEH4ml富山』
2
吋
開
に
、
－
HE
と
共
に
寄
進
し
た
際
の
、
外
部
か
ら
の
の
。
『
a
u
に
対
す
る
ロ

σ
m
z
g
の
規
定
と
解

る
。
特
に
後
者
か
ら
、

σ山
口
乱
ロ
と
共
に
王
の
手
に
保
留
さ
れ
て
い

こ
の
当
時
の

8
2
r
が
運
搬
賦
役

nvmw吋
『
巳
に
限
ら
れ
て
い
た
と
す
る

v
z
o
y
E
B
静
は
必
し
も
妥
当
化
さ
れ

す
べ
く
、
更
に
上
掲
第
二
章
i
・
I
文
書
の
場
合
は
、
築
城
修
復
の
場
合
の
の

R
5
5
5
が、

な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
上
掲
第
二
章
i
－

E
の
確
認
文
書
は
、

g
R
M
g
Z
B
に
加
え
て
、
明
か
に
「
人
力
及
び
畜
力
の

g
ヨ
包
釦
」
を

g
ロ

白
z
o
z
a
E
g
の
内
容
と
し
て
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
叉
上
掲
第
二
章
i
・
I
文
書
の

E
ロ
邑
ロ
が
、
後
の

F
R
Z印
1
2
1の
忠
吉
巴
印

の
場
合
の
如
何
、
当
然
そ
の
運
搬
を
必
要
と
す
る
に
も
不
拘
、
之
に
対
す
る
賦
役
の
規
定
を
伴
わ
な
い
点
に
疑
問
が
あ
る
。

ザて
d
b
H
て
i
u

の
O円
l

・4
・0
E
が
山
口
仏

O
B宮山
g
Z
B
に
お
け
る
労
働
力
の
提
供
に
主
眼
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

役
の
役
割
を
も
低
下
せ
し
め
て
然
る
べ
き
で
あ
引
。

宮仏

O
B宮山
g
z
g
の
減
少
分
解
は
、
当
然
こ
の
賦

然
る
に

8
3
6
S
の
名
称
が
存
続
し
、

而
も
そ
の
保
留
が
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
に

は
、
そ
の
主
目
的
は
別
簡
に
存
し
た
と
推
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

σ山口
4
E
の
場
合
等
、
そ
れ
ら
の
運
搬
は
、

当
然
の
必
要
事
で
あ
る
が
故

上、

時
期
回
数
を
定
め
得
ず
、

に
、
後
に
そ
の
範
聞
や
回
数
が
限
定
さ
れ
る
に
い
た
る
ま
で
、
広
範
囲
に
寄
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
し
、
叉
城
の
工
事
は
、
そ
の
性
格

従
っ
て

又
一
定
土
地
の
住
民
に
対
し
て
そ
の
土
地
の
故
に
特
に
課
し
得
る
性
格
の
賦
役
で
も
あ
り
得
な
い
。



。広一

OD
の
如
く
、
。

0
3－r
を
も
っ
て
、

「
其
処
で
寝
起
司
き
す
る
が
故
の
み
を
以
て
f

一
特
権
を
有
さ
ぬ
全
住
民
が
、

u
 

で
蒙
り
得
た
権
利
と
考
え
る
事
も
亦
可
能
で
あ
る
。
事
実
土
地
所
有
の
属
性
と
し
て
で
は
な
く
、
定
期
的
不
定
期
的
に
労
働
力
を
必
要
と
し
た
分

野
は
、
相
当
に
あ
っ
た
と
想
像
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
道
路
、
河
川
水
流
等
の
保
持
が
そ
れ
で
あ
る
。
之
等
は
「
ロ
l
マ
帝
政
下
の

印
ロ
印
℃
己
宮
山
の
己
的
を
想
起
せ
し
め
る
。
」
之
ら
が
仏
『
O
山
宮
芯
m
m
L
Zロ
印
の
直
接
的
系
列
に
連
る
か
否
か
は
即
断
し
得
な
い
が
、

閉
口
〕
巾
宮
と
し
て
の
資
格

。己吋
i

HM円山口の山沼田口俊山

Z
3町内
O
吋
ぽ
ぽ
の
経
営
又
は
形
成
に
、
軍
要
な
関
連
を
有
す
る
事
は
明
か
で
あ
ろ
う
。

（
号
。
広
号
問
日
常
切
巾
件
。
叫
）

《

g
g岡
田
吉
田
丘
四
2
5》
巳
巾
・

乙
の
種
の
玉
、
宮
廷
、
そ
の
従
者
や
動
物
の
宿
泊
権
を
示
す
語
は
、

フ
ィ
リ
ッ

《

5
8印日
OD白
色

2
5》
を
含
む
も
の
は
唯
一
例
で
、
そ
れ
も
中
仏

ω巴
ElEMEσ
巾『け仏巾

、『

2
5
5
修
道
院
に
対
す
る
、
王
の
祖
先
特
に
ア
ン
リ
一
位
の
与
え
た

E
5
5席
自
の
み
で
あ
加
。

プ
一
世
文
書
中
に
殆
ん
ど
あ
ら
わ
れ
な
い
。

距
離
も
遠
く
、
内
容
も
ア
ン
リ
一
世

文
書

2
8
8
を
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
転
写
し
て
い
る
も
の
故
、
文
書
自
体
問
題
と
す
る
に
足
り
な
い
。
唯
こ
の
時
以
後
、

な
い
点
は
、
用
語
法
の
問
題
以

L
ピ、

こ
の
語
が
全
く
見
ら
れ

一
考
に
価
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
当
時
の
王
及
び
そ
の
宮
廷
は
常
時
移
動
し
て
居

り
、
之
が
如
何
な
る
土
地
に
、
如
何
な
る
方
法
で
滞
在
し
て
い
た
か
は
、
そ
の
支
配
を
分
析
す
る
に
も
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

叉
同
様
に
、
旅
行
中
供
養
を
受
け
る
権
利
号
。
宗
青
刃
包
括
に
し
て
も
、
上
記

σ
2ロロ凶昨日
2
5
以
外
は
文
書
に
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。

が
不
明
で
あ
る
。
残
部
か
ら
、
更
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
一
世
が
、
ブ
ラ
ン
ド
ル
伯
切
ω口白。
E
ロ
4

こ
の
際
、
問
題
に
接
近
し
得
る
唯
一
の
方
法
は
、
文
書
の
発
行
地
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
百
七
十
一
通
の
う
ち
、
四
十
六
通
は
発
行
地

の
後
見
下
に
あ
っ
た
d

一
O
六
七
年
以
前
の
分

h
の

ぞ
く
と
、
そ
の
大
部
分
は
王
の
宮
殿
、
城
、
」
1Em
に
お
い
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
司
m
弓
F

O
ユ
宮
口
♂
冨
己
ロ
口
、
。
。

SHU山市
mHH巾
w
H
W
E
B－

U
Z
R
M
U
句。口同
o
u
p
司
O
山
gu－
－
冨
釦

HMg臼
”
の
。
ユ
u
戸
市
”
及
び
ハ
リ
同
小
H
M
M

刊
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
つ
い
で
、

HM巾白”

ω巾ロ田切

ω。目的曲。ロ師、

ωoロ
ロ
白
”

ω巴
E
I岡市ロ
O広
印
己
円

iVEEwω
巴
呈
冨
か
E
E
内庁

ωO町田由。ロタ

ω巴
口
同

iFbm巾
円
山
口
回

o
F
ω
巴口同
1
冨

2
5
E
向日。冨－

q
w
の宮山『円。口一同

等
の
、
修
道
院
、
教
会
に
お
い
て
発
行
会
れ
た
一
群
が
あ
る
。
ω巴
ロ
マ

ω
8
0日付
ig円
1
F
o
目
立
の
場
合
、
王
は
多
く
の
確
認
文
書
を
通
じ
て
、

初
期
カ
ペ

l
王
朝
の
り
D
自
由
回
目
白
河

o
E目（
下

）

四
五



四
六

百
「
t
：
：
こ
の
場
所
が
、
朕
の
祖
先
の
フ
ラ
ン
ス
王
た
ち
が
、
多
く
の
努
力
を
は
ら
っ
て
守
り
来
っ
た
も
の
・
・
は
た
る
こ
と
、

初
期
カ
ペ

l
王
朝
の
り

oE包
5
m
o
E－
（
下
）

叉

四
「
（
当
該
修
道
院
に
何
人
か
が
土
地
そ
の
他
を
寄
進
し
た
際
、
そ
れ
ら
は
）
祖
父

m
o
z
z
g
の

z
z
z
g
に
関
す
る
宮
田
巴

B
o
E
l

g
自
に
従
っ
て
、
自
由
た
る
こ
と
・
・
・
・
」

唖
「
（
当
該
修
道
院
の
所
有
た
る
刷

2
5
5
2
及
び

E
4
2
8
の）

B
巴
m
o
n
8
2
2
E
E
g
は
、
同
州
各
自
門

Z
印
と
出

g

ュ2
印、が

永
年
に
わ
た
り
、
何
人
と
云
え
ど
も
徴
収
せ
ぬ
よ
う
命
じ
来
っ
た
〔
所
で
あ
る
が
故
に
〕
、

朕
は
上
記
所
有
に
、

't:) 
s:: 
C" 
炉・4

〔お．

てー
ム引

のー
る民
釦.,-,:: 
の

きぎ
」J 吋

: 38 7こ
」り

と
も
・
・
・
・
立
入
り
を
禁
じ
、
朕
の
日

HHHBEEEP
宮
町
民
。
‘
円
w
p
g－o
の
下
に
永
遠
に
静
穏
に
支
配
さ
れ
所
有
さ
れ

こ
の
場
所
に
王
が
滞
在
し
、

文
書
を
発
行
し
得
た
の
は
、
王
自
身
が
こ
の
修
道
院
に
加
え
て
い
る

E
5
0・門出
o
p
g
Z
の
故
で
あ
る
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
付
。

も
の
と
し
て
、

正
餐
に
対
す
る
権
利

（匂円山口門ロロヨ）

ぞ
破
棄
せ
し
め
た
所
で
あ
る

（
上
掲
第
二
章
E
）。

且

他
の
修
道

院
群
に
対
し
て
も
、
事
情
は
殆
ん
ど
異
ら
な
い
。

わ
ら
ボ
、
王
の
滞
在
、
文
書
発
行
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

何
れ
も
そ
の
の
O
ロ印己巾宮内田

E
g
そ
の
他
の
禁
止
、

ロ
σ巾
2
2
の
保
証
，
か
あ
る
に
も
か
か

之
ら
を
い
わ
ゆ
る
仏
門
O
広
円
四
四
区
宮
に
分
類
し
得
る
か
否
か
は
、

大
い
に

疑
問
が
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

つ
い
で
、
種
々
王
と
関
係
が
深
か
っ
た
と
想
像
、
活
れ
る
都
市
∞

sca－
－
へ
が
あ
る
。
残
余
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宮
古
ロ

2
2
が
明
白
に
な

必

る
も
の
は
担
広

B
o
E
（〉
g
g
c
e
E広
B
o
E）
及
び

z
g
Z
（ペ

2
白

色

O
Z四
回
目
印
）
、
文
書
発
行
当
時
出
征
中
で
あ
っ
た
戦
場
が
、

。E
E
S
E－
E
円
l
F
o
u
p
の
刊
号
叩
円
九
九
予
切
芯
司
自
及
び
〉

B
r
v∞
の
四
例
、
滞
在
の
目
的
の
明
瞭
な
も
の
は
〉
ロ
m
2れ
冨
O
N
わ
の
一
一

例
、
以
下
、

i
z山
富
mw
円
g
z
s
w

。ロア〈
Emσ
小
切
冨
Oロ円
lZCHSlumHH5
（Z。
m
g仲
白

0
5
ゎ
o
z
q）
の
四
例
は
、

そ
れ
ら
の
帰
属
、

又
は
王
が
其
処
に
滞
在
し
た
動
機
を
明
か
に
な
し
得
な
い
。

都
市
の
場
合
、

叉
臼
何
回
ぬ
ロ

2
円
の
名
が
明
か
な
場
合
等
に
つ
い
て
、

王
は
そ
れ

ぞ
れ
に
対
し
て

門同吋
O
日
同
門
凶
巾
ぬ
一
円
巾
を
有
し
て
い
た
も
の
と
解
釈
し
得
る
。
但
し
之
は

aog忠
岡
山
削
凶
】
な
そ
れ
で
は
な
く
、
思
O
仏
巴
な

ω口
比
l

E
B
に
基
く
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。
戦
場
に
お
け
る
滞
在
、
又
は
目
的
の
明
瞭
な

l
l恐
ら
く
は
賓
客
と
し
て
招
待
を
、
つ
け
た
｜
｜
間
在
の



場
合
に
、
王
は
果
し
て

a
g広
島

o
E
Z
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
叉
不
明
の
五
例
に
つ
い
て
、
今
急
に
結
論
し
得
な
い
が
、
少
く
と
も
、

之
等
を
王
の
仏
OBmwEσ
と
し
て
の
権
利
に
基
く
も
の
と
は
考
え
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
遠
距
離
の
旅
行
又
は
出
征
の
途
上
の
宿
泊
に
と
っ

て
、
何
等
か
の
骨
O
F
け
仏
相
性
宮
の
存
在
は
当
然
予
想
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

之
等
は
果
し
て
王
の
不
可
欠
の
権
利
と
し
て
、

譲
渡

さ
れ
な
か
っ
た
が
故
に
、
文
書
上
に
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
を
通
じ
て
、

円同円。日付門凶
m
m
t
g
が、

こ
の
時
代
に
、

「
正
当
且
論
理
的
に
」
《
仏
O
B
E
5》
甘
口
巳
日
が
そ
の

E
E刊
と
と
も
に
、

件。ロ
mwロ巳
m
g
に

E
M－－
E
B
と
し
て
課
し
得
る
権
利
で
あ
っ
た
と
は
な
し
難
く
な
る
。
更
に
之
等
を
骨
三
宮
内
凶
何
回
。
ロ
4
0
5
Z
O砕か
H
仏吋
O広田

日

芯
m州
開
口
m
H
M
一
白
に
属
す
る
も
の
と
も
速
断
し
難
い
。
恐
ら
く
そ
の
起
源
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
で
あ
ろ
う
が
、

特
に
修
道
院
に
対
す
る
滞
在
権

の
場
合
等
か
ら
組
像
し
て
、
之
等
が
新
し
い
社
会
や
そ
れ
に
対
す
る
新
レ
い
支
配
体
勢
に
適
応
す
べ
く
、

ほ
ぼ
フ
ィ
リ
ッ
プ
一
世
の
時
代
に
新

形
態
を
形
成
し
つ
つ
あ
り
、
叉
そ
の
故
に
こ
そ
、
文
書
が
殆
ん
ど
権
利
と
し
て
言
及
し
て
い
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

《

Z
E
P
S
H
S
V
（け即日ロ叩）。

世
以
後
で
あ
る
。
し
か
し
王
自
身
の

g
E
o
は
文
書
中
ニ
例
し
か
な
い
。
即
ち
上
掲
第
一
章
一
日
－

w文
書
の
、
肘
E
B
u
g－
Hgi〈目。
E
Z
の

一
般
に
こ
の
語
が
文
書
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
十
一
世
紀
以
後
、

カ
ぺ

l
諸
王
の
場
合
に
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
一

救
貧
院
に
与
え
ら
れ
た
一

g
E釦
を
行
使
す
る
を
禁
ず
る
規
定
で
あ
り
、
叉
上
掲
第
二
章
i

・
X文
書
の

mw吋℃
O
H
M

け
の
土
地
に
対
し
て
、

王
の

－
V
円
A
V
4
0
4け

で
あ
れ
、
他
の

B
Z
U
Z三
丘
町
印
で
あ
れ
、

J
A
o

－g片山
ω
或
は

。ロ40円
の
四

R
宮
H
H
Z

の
葡
萄
固
に
つ
き
、

imw同町
mw
と

吉
弘
目
立
山
と
円
。
－
E
と
円
刊
の
門
戸
宮
内
出
口
2
と
を
贈
与
し
た
も
の
で
あ
る
。

之
等
に
つ
い
て
の
解
釈
の
手
が
か
り
を
、
若
干
の
確
認
文
書
が
提
供
し
て
い
る
。

E
「
朕
は
、
末
永
く
句
mw己
印
の

HVB匂
S
F
H
5
が
彼
等
（
回
昌
一
ロ

2
M
の
住
民
）
か
ら
、
如
何
な
る
機
会
に
も
、

円。－

E
を
行
使
し
、

或

は
彼
等
か
ら
暴
力
に
よ
っ
て

e
z
i
o－
g巴
釦
）
何
ら
の
他
の

amaz
を
も
徴
収
せ
ぬ
こ
と
を
確
認
す
る
。
若
レ
〔
彼
等
が
凶
罪
を
犯
し

（向。円』町一『叩の叩同山口付）、

且
合
法
的
に
（
吋
刊
の
件
。
）
裁
決
せ
ら
れ
た
る
ハ
科
料
〕
を
、

そ
の
ま
ま
彼
等
か
ら
収
納
す
る
に
非
ま
る
場
合
に
は
、

朕

初
期
カ
ヘ

l
王
朝
の
り
0
5包
口
。
問
。

E】
（

下

）

四
七



初
期
カ
ペ

l
王
朝
の
巴
0
5即
日
ロ
叩
河

D
M
U戸
（

下

）

四
l¥ 

1
0－g
門
戸

mmMmwn仲
ぎ
か
ら
永
遠
に
解
放
さ
れ
叉
静
穏
で
あ
り
、
叉
彼
等
が
、

HM22
の

U
2吉田町同
5
に
よ
っ
て
、
何
も
の
を
も
暴
力
的
に
強
い
ら
れ
ざ
る
こ
と
が
。
」

の
父
（
出
g
z
マ
）
の
時
に
そ
う
あ
っ
た
如
く
、

一
切
の

（
－
”
の
。
Z
2
2
仏
巾
の
vmユ
2
）
な
る
土
地

の

g
－－
U
を
め
ぐ
っ
て
の
争
に
対
す
る
、

ω巾H
M

】
山
田
の
同
v
z
n
x
z
B
に
お
け
る
王
の
判
決
蓄
が
見
出
さ
れ
る
。
教
会
側
の
訴
え
は
、

更
に
の
0
5
1伊
閃
ロ
ゅ
の
教
会
と
、

Z
2可何回
O

な
る
色
0
5
Eロ
印
と
の
、

。ロロロ
H

－m
同
ω『
oz

h
「
教
会
の
用
（
己

5
2印
）
に
あ
て
る
べ
く
、

彼
等
自
身
の
所
有
た
る

U
o
z
a
g
の
う
ち
で
行
使
さ
れ
来
っ
た
、
俗
語
で

Z
E
m
と
呼

ぷ
同
Mottoロ何回目】ロ
E
W
S
を、

a
o
Bロ
5
2
2・巴
o
が
、
そ
の
己
目
巾
ロ
∞
を
し
て
、
保
護
の
努
力
の
名
の
下
に
、

d
担

a

離
せ
ん
し
」
努
め
、

Z
E
m
と
し
て
取
立
て
る
宮
g
E
m
を
、
彼
自
身
の
ハ
も
の
と
し
た
〕
。
」

他
の
法
（
】
巾
と
か
ら
分

と
云
う
に
あ
り
、
王
に
対
し
て

Z
2邑
o
の
反
論
は
、

和
「
・
－

Z
m・4
6
－o
自
身
の

F
O
B
E
g
が
、
彼
に
納
め
る
べ
き
も
の
を

g呂
田
と
し
て
取
っ
た
、
も
の
で
、

d
w
b
 

m司
冨
印
を
有
し
、
そ
れ
は
王
か
ら
の
な
o
a
z
g
と
し
て
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
」

彼
は
当
該
教
会
土
地
内
に
－

E
l

噌畑
A
U

W
L
存
し
た
。
之
に
対
す
る
判
決
は
、
当
該
土
地
の
の
町
田
ユ
巾
Bmwmロ
o
に
よ
る
宮
－
Z
即
日

o
E
Eロ
を
認
め
て
、

K
「の
0
5
1
P包
括
の
教
会
の
聖
職
者
（
の
Z
E巳
）
が
、
－
”
の

OZHZ円
叩

骨

（

uymユ

g
と
名
ず
け
ら
れ
る
、
上
記
せ
る
当
該
土
地
と
、

当

該
土
地
の

V
2
1
Z印
の
う
ち
に
お
い
て
、
そ
の
ハ
土
地
〕
及
び
教
会
の
用
に
〔
あ
て
る
べ
く
U
、

g
z
u
と
一
切
の
吉
田
付
目
立
国
と
官
官
田
宮
印

と
を
な
し
、
且
朕
の
先
祖
た
ち
が
彼
等
に
確
認
し
た
如
く
、
そ
の
意
志
と
喜
ぴ
に
従
っ
て
行
使
す
る
こ
と
を
許
す
べ
く
・
・
・
・
判
決
し
、
確
認
す

弱
る
。
」と

云
う
に
あ
っ
た
。

以
上
を
通
じ
て
、
次
の
如
く
詰
論
し
得
る
で
あ
う
っ
。

Z
E
o
は

1
0】
巾
ロ
件
目
白
或
は
（
i
o
Zロ
巴
”
に
よ
る
）
巾
凶
一
曲
。
巴
o
と
併
記
さ
れ
て

は
い
る
が
、

之
は
必
し
も
宮
己
巾
自
体
が
、
本
来
暴
力
的
な
強
請
徴
収
で
あ
っ
た
乙
と
を
意
味
し
な
い
。

何
と
な
れ
ば
、

そ
れ
ら
の
包
）
己
的



は
、
市
田
岡
山
師
”
。
ユ
宮
ロ
タ

Hwgg匂
何
回
等
の
℃
芯
」
ろ
宮
、

或
は
当
該
土
地
の

回
冊
目
相
当
何
回
国
円
の
下
級
臣
従
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
之
は
貨
幣
（
宮

g
E白
）
納
入
で
あ
り
、
叉
公
課
（
℃
己
主
。
ロ
ぬ
印
刷
vcE目
。
忠
）
の
性
格
を
お
び
て
い
た
。
し
か

し
な
が
ら
、

こ
の
こ
と
は
之
が
本
来
の

agR
芯
m巳
ぽ
ロ
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
乙
と
を
意
味
し
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、

ω
g－
u
の
℃
－
mn山
l

Z
B
の
記
事
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

Z
E
o
の
性
絡
も
帰
属
も
、
必
し
も
明
瞭
に
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
叉
同
時
に
、

担

之
等
が
純
粋
に

a
o
B
E
M
g－
な
同

HMMEEHM
と
し
て
の
性
格
を
も
ら
続
け
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

何
と
な
れ
ば
、
之
は
す
で
に
土
地
か
ら

離
れ
て
、
そ
れ
自
体
を
な
O
仏

Z
S
（2
0
3
と
し
て
主
張
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
叉
そ
れ
が
の
0
5
1ぽ
ロ
巾
の
教
会
に
行
使
を
認
め
ら
れ

た
場
合
に
も
、
土
地
の
属
性
と
し
て
で
は
な
く
、

n
Y
E－
－
巾
ヨ
田
尚
一
ロ
巾
以
来
賦
与
さ
れ
て
い
た

H
M
Z
i
H
m
m
E
S
の
故
に
承
認
さ
れ
た
に
過
ぎ
な

い
か
ら
で
あ
る
。

我
々
は
之
に
関
し
て
、
次
の
如
く
結
論
し
た
い
。

a
o
s
z
g
rロ
丘
町
円
、
が
、
非
常
の
場
合
に
、

鴎

そ
の
寄
在
そ
の
も
の
は
遠
く
遡
り
得
る
か
も
知
れ
な
い
。

Z
E
m
は
そ
の
性
格
上
、

当
然

Z
E
D－

。日

2
白
か
ら
と
り
立
て
得
る
も
の
と
し
て
、

し
か
し
そ
の
性
格
は
十
一
位
紀
を
通
じ

て
変
質
し
、

一
定
地
域
或
は
そ
の
住
民
に
対
す
る
公
課
と
し
て
の
性
質
を
帯
び
る
に
い
た
り
、
少
く
と
も
十
二
世
紀
初
に
は
慣
習
法
と
し
て
定

着
す
る
。

。】町一4
・巾

HU
切

E
B
H）
巾
印
の
例
は
余
り
に
も
小
規
模
の
土
地
を
対
象
と
し
て
い
た
。

同

V

芯
4
m
w
g

に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
て
い
た
。

之
等
の
事
実
か
ら
、
叉
し
ば
し
ば

〕ロ回同日己防相

4
H
n同
吋
岡
山
凶

叉
回
田
町q
ロ
巾

と 5
J井二

号単
れ守
を

て
い通
じた

v て
」、

とュ
え； ·~ 

f;s9れ
カ〉は

ら
し
て
、

g
E巾
が
あ
る
種
の
管
区
行
政
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
我
々
は
推
測
し
得
る
。

か
く
考
え
る
際
に
は
、

g
E巾
が
文
書
上
に
殆
ん

ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
事
実
か
ら
、

a
o
g巴
ロ
帽
の
「
根
本
的
な
収
入
」
色
白
円
。
巳
0
4釦ロ

2

2白
g江
市
ロ
巾
）
で
あ
っ
た
が
故
に
、

棄
を
行
わ
な
か
っ
か
と
は
無
条
件
に
結
論
し
得
な
い
。
更
に
管
区
行
政
へ
の
適
応
性
は
、

Z
E
O

王
が
そ
の
放

2
5
t
 

カ
討
て
k

。巾ロ帥

に
組
込
ま
れ
て
、
或
は
定
期

定
量
佑
し
て
、
十
二
位
紀
以
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
財
政
方
式
と
し
て
一
般
化
し
た
事
実
を
理
解
せ
し
め
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
伺
れ
に
せ

よ

2
2
0
は
、
吉
弘
即
日
等
と
と
も
に
、
あ
る
種
の
領
域
支
配
の
形
成
に
無
関
係
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
れ
に
適
応
す
る
変
質
過
程
を
示
し

初
期
カ
ペ

l
王
朝
の
り
D
自
由

Em
河

OBH
（下）

四
九4
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o
u
,
 
n
'
C
L
I
X
,
 
p. 
399, 
a'l106. 
をi?!..!
p
a
r
a
t
a
 
幻
持
論
Eぺ心

（《
A
d
h
e
c
 m
o
x
 cleric!, 

sicut 
e
r
a
n
t
 
parati, 

satis 
sobrie, 

satis 
legitim巴
…
〉
）
。
Luchaire,

Hist. 
d
e
s
 Inst., 
I. 
p.112, n. 

4. 
さ
れ

lぬ
，）モ
~
8
歪
去
三
塁
よ
き
話
正
樹

.>JJjlf＇
的
。
o
N
e
w
m
a
n
,
 
p.16, 
n. 4. 

包
’
JJ 
8
令
〈
子
宮
：
会
同
8
令
〈
宇
聖
~
(chancellerie) 

の
ど
だ
二
charte

privるe
p
時
l'(l
JJ -'Jうや

~~.l!H,,l'Q。
4せ刻
lf'-'J判（！..！’
imllf.:) 
,(.2や〈戸
E
’
民

ゐ
0
8
令
〈
抑
活
情
二
i
m
m
u
n
i
t
a
s
楼
総
令
〈
怖
や
時
や
，
（
.
＿
！
lj区々、
，J!!f
，
ば
長
官
’

t若
々
~
0
G

軍f<!II8
p
a
r
a
t
a
 ~
巡
宅
ii~ま

寝
起
ペ

l'(l誕
百
王

.>J:':;ZJjlfば
芸
員
二
0

~
 
Fiche, 
p.16, 
174. 

~
 
-N
粋
:!:i
Paris, 

Orl匂
問
中
盤
台
当
’
~
毒
若

:lii!..! 
'
 F
l
a
n
d
r
e
告
さ

fl-181!1[烈
p
今
奇
心
O
E号必
R
e
i
m
s
,
 

n
'• X
,
 
X
X
V
I
;
 Senlis, 

n
'• 
N
,
 

V, X[ 
;
 Dr
e
u
x
,
 
n' ll 
;
 Lille, 

n
'• X
 Vll, 
X
X
 V
 ;
 Corbie, 

n
'• 
X
 

Xll, 
X
X
]
[
 ;
 La
o
n
,
 

n"• 
X
X
,
 
X
X
I
 ;
 Fu
m
e
s
,
 
n' 
X
X
I
V
.
 

話
終
｜
掛
：
ロ
’
~
~
’
2
’
気
ゐ
民

1$=8令〈ヰE’
Fliche,
p. 95. 

l至理霊
3

議
•

:UC~8=--K
ム
~
＼
~
o

主主
JJ』

ヰ
必
1:1~

く
':>J
prev6ts 
81在
記
官
奇
心

Ii
新
1"'
令。
（誕百矧）。

g:J 
Saint 
Benoit sur-

Loire 
P

釈に初長，...：.，，.，，
G

’
n'•
L
V
l
,
X
C
V
 
;
 

S
a
i
n
t
-
M
e
d
a
r
d
 d
e
 Soissons tz 

n
'
L
X
X
V
I
I
I
 ;
 Saint 
L
e
g
e
r
-
a
u
-

Bois
ぎ
が
C
L
 VIII. 
;
 Ch
a
r
r
o
u
x
さ
が
L
X
X
X
V
;
 Saint 
M
e
s
-

m
i
n
 d
e
 M
i
c
y
さ
が
C
X
L
I
I
.

~
 
P
r
o
u
,
 
n' 
X
X
X
V
I
I
,
 
p.108, 
a' 
1067. 
<(::・・・locum, 

q
u
e
r
n
 

p
r
a
e
d
e
c
e
s
鉛
res
nostri 
F
r
a
n
c
o
r
u
m
 r
e
g
e
s
 m
u
l
t
o
 studio d
e
f
e
n
 

saverant.
…
〉

民
P
r
o
u
,
n' 
L
I
V
,
 
p.145, 
a' 
1071. 
<;'.:si 
quis 
D
e
i
 fidelis 
ter 

~
~
－
！
そ
で
一
同
窓
♀

D
o
m
a
i
n
e
R
o
y
a
l
 
（；ム）

r
a
m
 vel aliud aliquid huic 

supradictae eeclesiae 
d
a
r
e
 volu -

erit, 
sit 
sicut 
R
o
b
e
r
t
u
s
,
 
antecessor 

m
e
u
s
,
 
constituit 

a
c
 

d
e
 libertate 

t
e
s
t
i
m
o
n
i
u
m
 perhibuit. >
 

~
 
P
r
o
u
,
 
n' 
L
 V,
 
p. 
146 
f. 
,
 a' 
1071. 
＜（…
et 
ceteris 
m
a
l
i
s
 

c
o
n
s
u
e
t
u
d
i
n
i
b
u
s
 quas・・・ 
injuste exigebant, 

q
u
a
s
 a
n
t
e
 
m
u
l
-

tos 
a
n
n
o
s
 gloriosissimi 

F
r
a
n
c
o
r
u
m
 
reges, 
nostri 
anteces-

sores R
o
b
e
r
t
u
s
 videlicet et 

Henricus, 
pater 
m
e
u
s
,
 
p
e
r
 
re-

g
a
l
i
u
m
 auctoritatem p

r
a
e
c
e
p
t
o
r
u
m
 n
e
 aliquis exigeret d

e
e
-

reverant. 
N
o
s
 vero・ 
・
 
・
 decrevimus・ 

・
 
・
 ne
e
 ulla 
alia 
p
e
r
s
o
n
a
 

sive 
quilibet 

publicus 
exactor 

p
r
o
 
aliqua 
re 
exigenda・・・ 

q
u
a
t
e
n
u
s
 liceat 
abbati 
s
e
u
 congregationi 

praefati 
loci 
s
u
b
 

i
m
m
u
n
i
t
a
t
i
s
 nostrae 

tuitione 
a
c
 
defensione praedictas pos-

sessiones quiete 
d
o
m
i
n
a
r
i
 a
c
 possidere.

》

~
 
迫
!1
JJ G
主盤矧渥！：：！翠
f眠
時
’
libertas

言語穏－＞＜主
rtz
’
P
r
o
u
,
n
”に，

C
I
 
(a'l080
）
五
時
処
。

ミ
S
a
i
n
t
-
M
品
d
a
r
d
-
d
e
Soissons 

G
草f<!tl’
Cf.
N
巴
w
m
a
n
,
p. 213, 

n'63. 
＼辺機
Q
charte ~.：）。

h
入
巴

I
＝匡
tz-N
：会
c
o
m
t
e
d
e
 C
h
a
m
-

p
a
g
n
e
 
Q
船
会
必
事
霊
長
崎
今
年
j宗主
J
(1048母）’

h
ヤ
＝＂
，
，
ト
｜
主
tzt¥J

Q
巡
矧
選
泌
総
司
r,~干t~宥

t,-l'Q 
(1076l{:I-
）。

S
a
i
n
t
-
L
e
g
e
r
←a
u
-
B
o
i
s
 p
ニい
tz'
.i.:，曜
紙
I
~時・同・

h
・。

S
a
i
n
t
-
M
e
s
m
i
n
-
d
e
 
M
i
c
y
 !2
や
ニ
ド
ti
’
判事
E
沼
、
！
：
僻
－
岡
・
出
P
民
D

N
e
w
m
a
n
,
 p. 231. 
Piece 
J
 
ustificative 

n'6, a' 1110, 
Orleans, 

(Indiqu
岳e
Luchaire, 

L
o
u
i
s
 
VI, 
n'lOO.) 
C
h
a
r
r
o
u
x
 
Q
容
や
!1

ti
’
P
r
o
u
,
 
n' 
L
X
X
X
V
,
 p. 221-22日3

，
ぷ
1077.

1-8 
I
 



~
~
室
長
マ
ー
同
i
!
Q
D
o
m
a
i
n
e
 R
o
y
a
l
 
(lム）

可
n'
CXIII. 
prevot ~

柑
（
縦
~
）
。

ミ~
n' 
C
X
.
 
Cf. 
Fliche, 
p.256
，
必
8
etc. 

;;;1 
n' 
C
X
V
.
 
Cf. 
Fliche, 
p. 95,105,256. 

etc. 

~
 

n'•X
X

X
llf, 
X
X
X
I
V
,
 a'1067. 
,-_JQl!l-H-1:!1

剤
費
均
台
（
掛
壬
Q
Geof-

froy le 
B
a
r
b
u
 Q
掛
国
側
ば
記
ニ
，：..！°
Cf. 
Fliche, 
p.141, 
n. 2
 

~
 
n' 
X
C
I
V
,
 
a'l079. 
v
 Gl!l-' 
G
u
i
l
l
a
u
m
e
-
l
e
-
C
o
n
q
u品r
叩
t
,JJ 

R
o
b
e
r
t
 C
o
u
r
t
e
h
e
u
s
e
 
..>J 
Q
鋒
本
剤
費
や

~,C\’
附
さ
主
唱
単
純
~.:2-\o-~

μ
。
Fliche,
p.280. 

~
 
n
'
C
X
X
V
I
I
I
,
 
a'l
凹
2.
G
u
i
l
l
a
u
m
e
 le 
C
o
n
q
u
e
r
a
n
t
 
..>J 
Q
 霊
!ol 

B
r
e
v
a
l
 
Q
室
主
お
~
＝
°
Fliche, 
p.298. 

ミヨ
n' 
L
X
X
I
X
,
 a'1075-1076. 

V
e
x
i
n
 
掬
脅
し
時
S
i
m
o
n
d
e
 Valois 

を争
,JJQ"'
$，壬
A
m
i
e
n
s
!ol1式
称
号
Q
0
11 
l廿
乞
思
：
会
刊
の
郷
：
い
さ
ま
ぬ
O

Fliche, 
p.147f. 

匂
n

'• C
L
V
I
I
,
 
CLVIII, 

a' 
1106.

附
,JJ附
思

Bertrade
冶
’

H-1~

Q
渥刊＜
F
o
u
l
q
u
e
 
R
e
c
h
i
n
 
会
ゆ
’
延
雄

Q.:2:Q~l思
定
初
与
二
時
。

Fli­

che, 
p.45. 

~
 
n' 
C
X
X
X
V
,
 a' 
1095.
縦
訓
基
話
題
昔
H
u
g
u
e
s
 d
e
 D
i
e
 
..>JQ
京
商
Q

.：..！
念
。
Fliche,
p. 58. 

fi5 
n' 
L
X
I
,
 
n' 
LIII, 
n' 
C
I
V
,
 
n' 
C
X
X
X
I
V
.
 
~習~·＼.＇

~
i
v
~
1
 

潮
い
や
損
Rに。

ii:J 
Verriest, 

op. 
cit., 
p. 64 ;
 Cf. 
Bloch, 
Caracteres orig., 

I, 
p.85. 

臼
P. 
Viollet, 
Histoire 

d
e
s
 Institutions politiques 

et 
a
d
m
i
-

nistrative 
d
e
 la 
F
r
a
n
c
e
,
 
t. 
JI, 
Paris, 
1898, 
p.448. 

同
11

fa 
N
e
w
m
a
n
,
 p. 16. 

苫
Verriest,

op. 
cit., 
p
.
5
8
;
 N
e
w
m
a
n
,
 p.23. 

田
Prou, 
n' 
CLIII, 
p.386, 
a'llOl-1106. 

《
…
c
o
n
c
e
s
s
i
m
u
s
n
e
 

ulterius Parisiensis 
prepositus 

a
b
 
eis 
occasione 

qualibet 

toltas 
faciat n
e
e
 
exactiones 

aliquas 
a
b
 ・eis 
requirat 

p
e
r
 

violentiam, i
m
m
o
 v
e
r
o
鈎
luti
et 
quieti p
e
r
m
a
n
e
a
n
t
 a
b
 o
m
n
i
 

exactione sicud 
fuerunt in 

t
e
m
p
o
r
e
 patris nostri 

n
e
e
 
ali-

quid 
a
b
 eis 
exigatur a

 preposito 
Parisius 

violenter 
nisi 

forisfecerint, 
et 
tune q
u
o
d
 recte j
u
d
i
c
a
t
u
m
 fuerit, 
a
b
 eis 

tan t
u
m
 accipiat. }

>
 

国
B
a
g
n
e
u
x
 Q
 villa 
!:l 
（
＇
ニ
ド

:!1’
~
，

4時
・
同
・
園
中
~
~
o

::ls 
P
r
o
u
,
 
n' 
C
L
I
X
,
 p.398-400, 

a'l061. 

国
《
U
n
d
e
,
c
u
m
 p
o
s
t
m
o
d
u
m
 t
e
m
p
o
r
e
 nostro hospites suos 

ecclesia p
e
r
 
ministros 

suos 
a
d
 
justitiam 

addixisset 
et 

petitiones q
u
a
s
d
a
m
 publicas, 

q
u
a
s
 vulgo talliam vocant, 

p
r
o
 utilitate 

ecclesie 
exigendo, 

in 
eos potestatem 

prop-

r
i
a
m
 
exercuisset, 

d
o
m
n
u
s
 
Nevelo, 

q
u
o
s
d
a
m
 
clientele 

s
u
e
 suo n
o
m
i
n
e
 protegere nisus et a

b
 aliorum lege seg-

r
e
g
a
r
e
 laborans, 

p
e
c
u
n
i
a
m
 q
u
e
 
p
r
o
 
tallia 
s
u
m
p
t
a
 
erat 

sibi 
suisque, ..・...》.

(p.399) 

.0
《
C
l
a
m
a
v
i
t
n
a
m
q
u
e
 d
o
m
n
u
s
 Nevelo・ 

・・ 
h
o
m
i
n
i
b
u
s
 a
u
 tern 

ipsius 
Nevelonis, 

p
r
o
 
tallia 
sumpserant, 

sibi 
suisque 

d
e
b
e
r
e
 reddi, 
h
a
n
c
 se 
in 
terra 
ecclesie 

libertatem 
h
a
-

bere, 
h
o
c
 quasi 
f
e
o
d
u
m
 a
 r
e
g
e
 se 
tenere ecclesie liber-



t
a
t
e
m
 h
a
b
e
r
e
,
 
h
o
c
 quasi f
e
o
d
u
m
 a
 r
e
g
e
 se 
tenere pro-

hodie 
C
u
l
t
u
r
a
 Karoli n

o
m
i
n
a
t
u
r
,
 
et 
in 
o
m
n
i
b
u
s
 e
j
u
s
d
e
m
 

m
u
l
g
a
n
s
.
 )
>
 
(id.) 

terre 
hospitibus 

h
a
b
u
e
r
a
t
 
et 
habebat, 

e
i
d
e
m
 
ecclesie 

u
 
Q
u
o
d
 a
u
t
e
m
 ibi 
in 
presentia nobilissime prolis nostre, 

ibique 
D
e
o
 f
a
m
u
l
a
n
t
i
b
u
s
 clericis firmiter 

et 
i
m
p
e
r
p
e
t
u
-

Ludovici, 
nostro
出
時
n
s
u
et 
jussu 
a
c
t
u
m
 
a
c
 
diffinitum 

u
m
 concesserit a

c
 d
e
 potestate 

et jure 
regio, 
nichil sibi 

est, 
n
o
s
 
q
u
o
q
u
e
 
l
a
u
d
a
m
u
s
,
 
a
d
j
u
d
i
c
a
m
u
s
 
et 
c
o
n
f
i
r
m
a
-
preter libertatis ecclesie 

tuitionem 
reservans, 

in 
jus 
et 

m
u
s
,
 ...... 
,
 videlicet 

ut
鈍
n
c
t
e
C
o
m
p
e
n
d
i
e
n
s
i
s
 
ecclesie 

p
o
t
e
s
t
a
t
e
m
 ecclesie 

transtulerit. }> 
(p. 398. )

 

clericis 
in 
o
m
n
i
 terra illa que, 

sicut p
r
e
d
i
c
t
u
m
 est, 
C
u
l －
包
N
e
w
m
a
n
,
p. 23f 
;
 Verriest, 

op. 
cit., 
p.
印
.
;
 Bloch, 
C
a
-

tura Karoli n
o
m
i
n
a
t
u
r
,
 
et 
in 
o
m
n
i
b
u
s
 
e
j
u
s
d
e
m
 
.terre 

racteres orig., 
I, 
p.85 
sq. 
;
 id, 
L
a
 
Societる

feodale,
I, 

hospitibus, 
pro 
s
u
a
 
et 
ecclesie 

utilitate 
liceat 
talliam 

p. 386. 

facere o
m
n
e
s
q
u
e
 justitiam et 

potestatem et quicquid eis
自
Verriest,

op. 
cit. 
,
 p. 58. 

a
 predecessoribus nostris c

o
n
c
e
s
s
u
m
 est, 
p
r
o
 s
u
a
 volun-
ffi 
Fliche, 

p.13lf.
叫
轄
線
以
輸
の
照
;
0
~
疫
が
.
.
）
.,,p~!ll主

掘
初
~
い

tate 
et libito 

liceat 
exercere. )> 

(p. 400. )
 

ニ
M
ニ
0
>JQ>J..V-5シ

Y
Fliche ~

’ 
justitia 
!1 (; E対お，，

It，富士
1’

’U
 
S
c
i
m
u
s
 
e
q
u
i
d
e
m
 
et 
in 
privilegiis 

e
j
u
s
d
e
m
 
ecclesie 

I\J~為
~ij回初兵.；＿！

.,,PQ..\J濫
い
，
(
l
o
~
斜
線

111輔
の
総

i€
キ

J.1-60

plenissime continetur q
u
o
n
i
a
m
 pie 
recordationis 

p
r
e
d
e
-
宕
Fliche, 
p.133. 

cessor 
noster, 

Karolus, 
o
m
n
e
 
jus 
r
e
g
i
u
m
 
o
m
n
e
m
q
u
e
 
否
Verriest, 

op. 
cit., 
p.58, 
p.155f. 

p
o
t
e
s
t
a
t
e
m
 
et 
d
o
m
i
n
a
t
i
o
n
e
m
,
 
q
u
a
m
 
in 
terra 
illa, 
q
u
e
 

υ
f
o
r
u
m
,
 t
e
l
o
n
e
u
m
,
 
etc. 

《
f
o
r
u
m
,
m
e
r
c
a
t
a
,
 
n
u
n
d
i
n
a
e
}
>
 
(faire, 

m
a
r
c
h
e
)
 

同
「
同
~
I
J
~
必，時

鑑
g,0

必
と
よ
く
べ
v
~
い
Y

ヨTI憾
舗
網
（
N
o
t
r
e
-
D
a
m
e
d
e
 P
o
i
s
s
y
）
と
よ
’
同
III:!G
副
fl'
：：＂ト、
Q
副長田
G
m
e
r
-

c
a
t
a
心
’
刊
h'.
異
ば
い
’
耳
目
!Ii
h'. ~
同
や

1
!Ii..>J’

(
~

!Ii h'.
）
議
V
]
!Iiぬ
1
1；
伯
母
ド
Y
n
u
n
d
i
n
a
e
 G
 1
 
$
(
G
 
r
e
d
i
b
i
c
i
o
n
e
s
 舟
昨

ば
~
。
」

同
「
O
r
l
e
a
n
s
G
 c
i
v
i
t
a
s
 
Q
書
簡
1巴
h'.
~
 t-Q' 
・・・・苦
TI挺
逃
網
越
（
S
a
i
n
t
-
S
a
n
s
o
n
d’O
r
l
e
a
n
s
)
 
G
覇軍医
G
包
V
揺
る
十
1
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暴
露
択
Y
一
同
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~
Q
D
o
m
a
i
n
e
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o
y
a
l
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同
ill



初
則
カ
ペ
l
王
朝
の
り
。
吉
田
宮
市
河
0
3】（下）

五
同

日
に
開
催
し
て
い
た
同
。
『
ロ
B
の
半
ば
を
、

g－oHH2MB
の
み
な
ら
ず
、

叉
吉
弘
目
立
同
市
と
科
料
（
片
足
仏
Z
S）
と
の
、

上
記

h
O
E
M
B
に
お

い
て
同
0
2
5
の
吉
田
に
よ
っ
て
、
常
時
朕
の

2
2
5
に
徴
収
し
来
っ
た
一
切
の
円
色
目
立
色
。
ロ

g
の
ハ
半
ば
を
）
・
・
・
（
ω巴
己
1

冨
mHEEl

仏
2
1
n
E
H毎
回
に
）
与
え
る
。
」

四
「
若
し
朕
の
〔
H
W
E
S
H
u
g
の

u
r
E
Bに、

（H
W
E
S目
指
印
の
】
田
宮
巴
印
O
ロ
l
E
g
に
与
え
た

mH・
宮
口
同
の
げ
O
印
】
比
古
田
が
）
売
り

叉
は
買
い
に
来
る
な
ら
ば
、
他
で
は
市
場
の

gロ
2
2ロ円四
0

に
基
い
て
〔
要
求
叉
は
強
請
さ
れ
る
が
如
き
〕
伺
ち
の
を
ち
要
求
叉
ば
強
請
さ
れ

ず
。
・
・
・
・
」

即
「
・
・
・
・
朕
は
当
該
教
会
（
ω巴
ロ
？
の
0
5
0言
。
門
目
。
。
0
5
1
p
mロ
巾
）
に
、

1
5）
と
に
共
同
に
、
礼
典
の
〔
行
わ
れ
る
べ
き
〕
日
曜
日
（
ω巴
己

ωロ曲目
2
の
聖
遺
物
の
移
転
、
開
帳
の
行
わ
れ
る

F
m
g
z
F
O
E
S－

－
巾
自
の
日
曜
市
口
）
及
び
当
祭
日
の
前
日
及
び
翌
日
の
三
日
間
を
通
じ
て
、
一
切
の
商
取
引
に
関
す
る

Z
F
D
2
5
と
、
縞
盗
（
－
白
押
さ
ロ

g）
を

即
ち
修
道
士
た
ち
と
（
当
該
教
会
の
）
財
庫
係
会
宮
市

E
g
g－

の
ぞ
き
、
一
切
の
同
0
2ヨ
の
吉
田
と
吉
田
同
一
色
白
を
、

を
与
え
が
0

・・・・」

更
に
パ
ン
の

g
－oロ
2
H
B
と、

〔
市
場
の
〕
何
処
で
犯
さ
れ
よ
う
と
、

同。吋目的一『白の同町凶

以
上
四
例
は
、
伺
れ
ち
司
巳

gu－－
。『－
Am
白
HMP
開

E
B℃巾印
w

。
O
B
H
U
5
m
E叩
の
王
の
市
場
権
の
除
外
例
と
云
う
べ
き
ち
の
で
あ
る
。
可
。
目
的
l

由
示
。
ユ

E
E
に
つ
い
て
は
、
毎
年
特
定
日
の
市
場
開
設
権
と
、
そ
れ
に
伴
う
諸
権
利
を
、
。
0
5
1
R
5
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
は
特
定
年

度
の
特
定
日
を
限
つ
て
の
、
更
に

HwggHMm聞
に
つ
い
て
は
、
特
定

F
2
1
g印
を
限
つ
て
の
権
利
譲
与
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
市
も

以
上
回
例
と
も
に
、
之
が
遠
距
離
商
業
に
対
応
す
る
年
市
で
あ
る
か
、
或
は
、
日
常
生
活
品
を
対
象
と
す
る
週
市
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
よ
り

恒
常
的
な
も
の
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
出
来
な
ザ

市
場
権
に
附
随
す
る
諸
権
利
は
、

之
等
の
例
か
ら
は

Z
Zロ
2
5
w
吉田件目立
P
及
び
他
の
雑
収
入
司
邑

5
5
0ロ
2
を
含
む
も
の
と
解
せ

ら
れ
る

oz－oロ
2
5
は
他
の
例
と
共
に
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
吉
田
H
E
m
は
、
科
料
（
同
2
a
z
B）
を
課
せ
ら
る
べ
き
甘
ユ
印
l



針
。
押
印
と
共
に
縞
盗
、
即
ち
上
級
裁
判
権
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

即
ら
こ
の
際
の
吉
田
昨
日
t
m
は、

市
場
に
対

す
る
警
察
権
と
解
す
べ
く
、
之
が
特
定
日
数
を
限
り
、
或
は
上
級
裁
判
権
を
保
留
し
て
、

教
会
（
司
教
）
裁
判
権
に
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

ぅ
。
従
っ
て
市
場
権
は
、

こ
の
当
時
す
で
に
土
地
所
有

ω属
性
と
は
把
握
さ
れ
て
居
ら
ず
、

支
配
の
属
性
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま

v
m
oロ
の
司
教
回
口
同
豆
一
に
与
え
た
確
認
文
書
が
、

司
＆

聞
に
、
玉
の
自
由
巳
2
1
叉
は

m
M
仰のけ
0
2由
に
円
四
可
O

広
色
。
芯
mmFZ
と
し
て
の
、
徴
収
を
禁
じ
た
項
目
中
に
、

い
か
。
他
の

円
旦
5
5
0ロ
2
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

当
司
教
位
空
位
の

目
「
・
・
（

v
g
p
の
）
同

O
E
B
で
、
肉
屋
と
魚
屋
の
店
に
つ
い
て
、
毎
年
支
払
わ
る
べ
き
商
品
（
吋
2
4
8巴
広
巾
）
の

B
E
g－－」

が
あ
り
、

か
か
る
種
類
の
雑
収
入
が
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

而
し
て
之
等
を
総
括
し
た
場
合
、
市
場
の
慣
習
法

（同

oz

g
E
5
E仏
。
）
と
い
う
表
現
が
採
用
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
上
記
四
カ
所
の
地
名
と
共
に
考
え
れ
ば
、
原
則
上
之
は
℃
広
三
宮
の
権
限
に
属
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
起
源
性
格
に
つ
い
て
、
古
典
的
荘
園
自
体
に
す
ら
内
在
す
る
需
要
供
給
の
原
理
と
交
換
経
済
の
可
能
性
か
お
勺

e
s
z
g
rロ巳
2
の
権
利
と
の
み
規
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
如
上
の
市
場
支
配
は
、
骨
三
宮
芯
官
民

0
5
に
源
泉
を
求
め
る
か
否
は
別

と
し
て
、
相
当
広
範
囲
な
支
配
の
ひ
ろ
が
り
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

《
宮
山
。
E
w
E
F
宮山田
S
E
E－
S
出
血

S
E
E－
件
同
胞
－
富
山
仲
田
園
》
（
円
。
巳
山
内
F
H】
g
m
p
E
C同1
0
0
ロ門
E
F
可
吉
田
山
門
）

同O
円ロ
B
に
関
す
る
上
掲
諸
文
書
中
に
、
。
ユ
宮
口
白
（
折
半
）
、

nos－
ぽ
ロ
σ
の

Hm

－oロ
2
5
が
そ
れ
ぞ
れ
見
出
さ
れ
る
以
外
に
、
確
実
に

王
に
属
し
て
い
た

Z
Eロ
m
c
s

間
「
朕
は
神
と
の
町
田
O
R
の
聖
k
p
z
色
。
。
ロ
ロ
回
（
ω巴
己
ー
。

5
ロ
色
。
の
同
曲
。
『
印
）
に
、
の
巴
4
0
5
0
ロ
印
（
の
F
2
5
0ロ件
1
0ロl
〈

Z
Z）
の
の
Oロー

へ
の
言
及
は
、
次
の
諸
例
で
あ
る
。

円吉

n
z
g
と
同
福
島
町
江
口
B
を
ハ
放
棄
す
る
。
ー
ー
ー
欠
損
｜

l
u
聖
（
。

5
g
の
祭
の
前
一
日
と
、
祭
の
当
日
と
、
祭
の
後
の
一
日
を
、
す
べ

て
〔
此
処
に
〕
来
る
も
の
を
、
王
〔
た
る
〕
朕
が
導
き
（

gロ仏
Z
S
B）
、
且
〔
彼
等
が
U

失
う
も
の
を
補
償
せ
ん
が
た
め
に
。
」

畑
「
朕
は

Z
2
5
8
E
に
建
設
さ
れ
た
：
：
∞
2
2
5
5
（
回
巾
の
）
修
道
院
に
、
修
道
院
の
も
の
（
店
印
）
、
即
ち
当
該
修
道
院
の
参
事
会

初
期
カ
ペ

l
王
朝
の
り
o
g包
口
白
河
O
吉
田
（
下
）

五
五



初
期
カ
ベ

l
王
朝
の
り
0
5色
S
H
N
O
百
匂
同
（
下
）

五
六

（
8
8。V
Z）
の
所
有
が
、
永
遠
に
、
或
は

5
0
Zロ
2
2
或
は
可

E
E
E印
と
名
ず
け
ら
れ
、
或
は
他
の
名
で
呼
ば
れ
る
、

一
切
の

O
M
E
n－

昨
日
。

か
ら
静
穏
で
あ
る
よ
う
に
定
め
る
。
そ
れ
ら
は
、

片山印
AHZ
印

の
慣
習

（の
O
ロ田口
m
g邑
O
）
に
よ
っ
て
、
其
処
で
徴
収
又
は
課
せ
ら
れ
る
も

の
が
朕
の
も
の
と
な
る
、

下
記
の
場
所
す
べ
て
に
お
い
て
、

売
り
、

買
い
、

或
は
通
過
せ
る
も
の
か
ら
徴
収
さ
る
べ
き
も
の
に
し
て
、
そ
の

〔地
u
名
〔
下
記
の
如
し
〕

H
V
R
E
5
（司
2
2）u
司
O
ロ由同印
2
0
（司
O
ロ仲
0
2
0）句

3
5吉
田
（
旬
。
山
由
白
河
）
切
冨

g
g
（冨

g
Z白）

て
、
水
（
河
）
上
た
る
と
、
水
（
河
）
の
外
た
る
を
ハ
間
わ
ず
〕
。
」

に
お
い

以
上
の
如
く
し
て
、
上
記
四
語
は
殆
ん
ど
区
別
せ
ず
に
用
い
ら
れ
て
い

U
o
し
か
も
上
記
二
例
が
、
何
れ
も
、

Z
2
B
m
wロ
門
出
叩
方
面
の
修
道

院
に
対
す
る
免
除
特
権
で
あ
っ
た
事
に
注
目
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
即
ち
之
等
に
関
す
る
限
り
、

件。巳－

2
徴
収
は
、

ω冊目ロ
σ
河
上
の
遠

距
離
運
航
に
対
す
る
保
護
に
、
換
言
す
れ
ば

ω
m
M
ロ
巾
河
そ
の
も
の
に
対
す
る
支
配
に
よ
っ
て
裏
う
ち
注
れ
て
い
た
と
掴
像
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
し
か
し
な
が
ら
、
宮
巳
－

2
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
決
し
て
一
元
的
に
徴
収
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
冨
ω己
g
に
つ
い
て
、

そ
の
う
ち
三
十
り
l
ブ
ル
は

Q
g
D
U『
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
し
（
第
一
章
H
－

H
）、

切
刊
の
修
道
院
に
対
す
る
同
所
の
城
の
可
自
由
席

5
贈
与
を
確
認
し
て
い
お
。
、

そ
の
他
の
河
川
に
つ
い
て
は
、
確
認
文
書
し
か
見
出
さ
れ
な
い
。
し
か
し

O
ユ
宮
口
印
の
甘
さ
自
の
存
在
か
ら
、

vo－5
詞
に
は
、
当
然

そ
の
存
在
が
予
組
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
之
を
暗
示
す
る
の
は
次
の
文
書
の
み
で
あ
る
3

畑
「
：
『
上
記
〔
修
道
院
〕
（

ω巴
ロ
マ
冨

g
g
E
宕
富
山
ミ
）
に
、
即
ち
修
道
士
に
、
陸
上
と
河
上
と
を
間
わ
ず
の

0
5
5
E丘
ロ
2
を
設

又
他
の
文
書
は

由
自

op

。0
5
宮
内
凶
0

〈
刊
一
江
口

の

け
る
を
許
可
す
る
。

之
等
は
、

陸
路
又
は
水
路
を
と
っ
て
運
搬
さ
れ
る
、

塩
及
び
そ
の
他
の

〔
商
一
〕
品
の

z－oロ
2
5
で
あ
る
。

叉
他
の

－
巾
同
州
四
国
叉
は
の
O
ロ
田
口
巾
片
足
仏
山
口
巾
印
を
〔
彼
等
は
〕
彼
等
の
土
地
に
受
け
る
。
即
ち
〔
土
地
か
ら
〕
解
放
さ
れ
て
あ
る
べ
き
流
血
（
印
国
ロ

m
g
E
2）、

－m
m
g
が
そ
れ
で
あ
る
。
』
更
に
皇
帝

v
g
n目。

i
nロ印

誘
拐
（

E
匂

Z
印
）
、
放
火
（

E
S
E
E
S）、

殺
人
容
O
B
W
E
E
B）、

及
び
他
の



（F
O
E
U－－

o
l
E
2
5
陛
下
の
良
き
想
い
出
の
通
り
に
、

同
、
日

mmzs
fヘ戸、

> t' 
】 U

ー同・＝＝．『
司＂ .('!) 
円、 J、Jb ‘7 ． 
。回吋己的”

〈－

m
g
p
ω
R
Z
（

ω巴
H
H
0
3
・
冨

auロ釦

（伊向
mw
一『ロ巾）
u

吋，
mw
ロ
ロ
ロ
ロ
の
己
的
（
斗
叩
ロ
ロ
ピ

F
E円
吉
田
又
は
回
目
E
Z
Z印

或
は
朕
の
王
国
の
他
の
河
川
を
通
じ
て
、

上
記
ハ
修
道

院
U

参
事
会
（

g
g
o庄町）
lこ

必
要
品
を
補
給
す
べ
き
三
隻
の
舟
の
自
由
航
行
ハ
権
〕
を

『
・
・
・
・
・
・
・
・
・
』
」

ハF
o巳田
l
Z
2
2
M
が
〕
敬
度
に
賦
与
し
た

ハ
如
く
〕
、
朕
も
ま
た
確
認
す
る
。

更
に
上
掲
第
一
章
一
日
・

E
文
書
を
見
る
と
き
、

F
o日
吋
白
河
に
対
す
る
王
の
支
配
権
は
、
原
則
的
に
は
、
疑
問
の
余
地
の
な
い
も
の
と
な
る
で

み
の
ろ
う
。
而
も
そ
の
起
源
は
極
め
て
古
く
、
文
書
上
は
九
世
紀
初
頭
に
遡
り
得
る
こ
と
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、

g
Zロ
2
5
の
場
合
、
明
か

に
そ
の
起
源
を
骨

o
F
芯
肉
巴
日
開
口
に
求
め
得
る
。
而
し
て
そ
れ
が
市
場
権
と
も
相
関
々
係
を
有
す
る
こ
と
は
詳
説
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

釦－－叩ロ丘町吋印

又
は
役
人
の
旦
語
∞
等
に
よ
っ
て
、

。
ロ
巴

Z
E
E
－M
に
組
込
ま
れ
た
点
を
重
視
す
る
の
で
あ
つ
も
、
こ
の
点
は
、

で
あ
る
。
し
か
し
、
上
掲
川
文
書
か
ら
、
大
河
流
に
対
す
る
保
護
と
支
配
が
、

の
手
に
よ
る
、
そ
の
本
来
的
な
《
富
山

m
g一
命
片
山
印
》
な
性
格
を
疑
つ
て
は
い
な
い
。

王
の
認
可
を
へ
ぬ
設
置
、

市
し
彼
は
、

相
当
の
資
力
あ
る

m
gロ
骨

〈

2zma
と
い
え
ど
も
、

他
の
諸
要
素
と
共
に

e
s
tロ
g
訟

o
E
Z

上
記
富
山
己

g
の
場
合
に
も
充
分
に
切
っ
か
が
い
得
る
と
こ
ろ

原
則
上
は
王
に
属
す
る
と
云
う
主
張
を
読
み
と
り
得
る
限

り
、
こ
の
原
則
は
、

カ
ロ
リ
ン
ガ
朝
末
以
来
中
断
す
る
こ
と
な
く
保
持
主
れ
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
河
川
の
章
一
要
交
通
路
と

し
て
の
存
在
理
由
自
体
が
、
か
か
る
広
汎
な
保
護
と
支
配
と
を
要
求
す
る
。
従
っ
て
之
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
事
態
こ
そ
が
問
題
が
あ
り
、

場
合
に
支
配
者
の
所
行
は
「
貧
欲
な
狼
」
（

E
司

5
E
M
u
l
M）
の
そ
れ
と
佑
す
る
の
で
あ
る
。
河
川
権
は
道
路
権
と
共
に
、

そ
の

領
域
支
配
へ
の
本

質
的
な
適
合
性
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
而
し
て
そ
れ
の
個
々
の
対
象
に
対
す
る
部
分
的
な
免
除
或
は
賦
与
は
、
決
し
て
そ
の
全
面
的

な
喪
失
を
意
味
し
て
い
な
い
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
一
世
の
詩
文
書
に
見
ら
れ
る
移
動
防
、
そ
の
背
後
に
大
き
な
保
留
を
伴
う
も
の
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

而
し
て
こ
れ
が
、

典
型
的
な
上
級
裁
判
権
と
同
一
次
元
に
お
か
れ
て
い
る
点
に
も
、

そ
の
性
格
や
重
要
度
を
は
か
る
手
掛
が
容
す

るコ

初
期
カ
ペ
l
王
朝
の
ロ
o
g
E
M白
河
ミ
一
色
（
下
）

五
七
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も
の
で
あ
り
、
第
二
章
一
日
－

N
は
、
。
。
吋
σ巴
－
の
。

z
i－－巾
lω
同吉伸
I
F
f
Y
2仏
の
土
地
の

i
g
g
gの、
ω
旦
己
l
F苦
町
田
正
弘
巾

Z
g口問
l

田口司
l
F
o町
四
修
道
院
へ
の
返
還
を
、

上
掲
第
二
章
i
・
刊
は
刷
E
B
u
g
の
城
に
隣
す
る
〉
吋
白
山
口
」
可
邑
四

な
る

d
1

日】】ロ－
m
の
－
z
n
m
w
吋山田－

を、

ω巴
己
ー
の
2
5白山口
l

含
印

1
3
0
Z
修
道
院
に
返
還
し
た
も
の
、
第
一
章
i
・
V
は

ω
巴
ロ
同
lFA山側一巾『

m
g
切
O
目
的
島
市

F
巴
ぬ
ロ
o
教
会
を
、

ーロ
mw

と
そ
の
吉
田
同
志
向
と
共
に
、
同
、
凶

ω担己－
4
6
1
富山｝

g『
巾
に
寄
進
し
た
も
の
、
第
二
章
i
－
X
は

。
ユ
小
田
口
白
附
近
の

。】日
J
1

巾品い

の
四

凶
『
宮
口
押
印
の
葡
萄
園
の
「

i
s
z
m
と
一
切
の
吉
田
片
山
片
山
色
の
廃
止
を
、
第
二
章
註
－

N
は

ω巴
己

l
n
o
S巾
店
。
宏
の

0
5
1
Z
5
に
対
レ

て
、
恐
ら
く
は
当
該
一

O
九
二
年
の
「
喜
ベ
イ
エ
ル
サ
レ
ム
の
日
曜
日
」
を
は
さ
む
三
日
閣
を
限
っ
て
賦
与
さ
れ
た
、
同
0
2
5の、

Z
H
Bロ
g

を
除
く
、

］ロ白骨淳一印刷
r

同O
同町田一『曲。
4
F
M凶

の
賦
与
で
あ
る
。

（

vos
－昨mロ。
に
関
し
て
は
同
時
に
上
掲
第
二
章
一
日
・

X
の
例
が
あ
る
が
、
之
は

a
o
s
m
E巾
E
E
C
O
に
属
せ
ず
、
王
の

1
m巳
E
S
と
し
て
こ
の
際
は
除
外
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
如
く
し
て
、

王
の
印
巾
目
的
ロ
2MH！
と

し
て
の
裁
判
権
行
使
を
具
体
的
に
あ
と
ず
け
得
る
手
が
か
り
は
殆
ん
ど
な
い
。
唯
」
可
同
日
－

p

i－－
z－m
と
密
着
し
た
も
の
は
三
例
で
、

そ
の
、
つ

ち

わ
O
ロ
R
m－S
F
ω
巴
己
l
F
o
m叩吋

EM
切
O
目
白
骨

F
巴
m
s
一
一
例
の
み
が
、
本
来
王
の
土
地
所
有
に
及
ん
で
い
た
、
王
の
裁
判
権
で
あ
る
。

他
は
修
道
院
、
教
会
に
属
す
る
土
地
に
及
ん
で
い
た
ぞ
れ
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
、
修
道
院
へ
の
部
分
的
賦
与
に
す
ぎ
な
い
3

従
っ
て
裁
判
権

は
少
く
と
ち
こ
の
時
期
に
は
土
地
所
有
の
属
性
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
あ
る
種
の
裁
判
管
区
を
も
た
ぬ
限
り
、
権
利
行
使
は
有
効
で
は
な

か
っ
た
紘
一
白
で
あ
る
。

上
掲
諸
例
中
に
見
ら
れ
る
如
く
、

1
2
z
p
i
m弓
U
W
J
L
E
z
g
と
吉
広
三
釦
は
、
ほ
と
ん
ど
語
義
の
区
別
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
し
、

叉
こ
の
両
者
の
区
分
は
、
必
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
し
か
し
我
々
が
上
記
の
乏
し
い
史
料
の
中
で
、
J
1

目。国立
mw

が
前
半
期
に
多
く
、
治
世
の
後

半
、
即
ち
十
一
世
紀
末
か
ら
は
、
吉
田
件
目
立
m
が
主
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
裁
判
権
等
を
示
す
用
語
自
体
の
変
佑
を

i
o
E－u
w
i
s
H－u
o
で
あ
っ
た
。

ユ
l
グ
・
カ
ぺ

l
の
下
で
用
い
ら
れ
た
語
は
、

ロ
ベ
ー
ル
二
位
に
い

う
た
が
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
っ
て
そ
の
用
語
は
複
雑
と
な
る
。

初
期
カ
ペ

l
王
朝
の
り
0
5同
百
四
月
0
3－
（
下
）

~ 

/', 



初
期
カ
ペ

l
王
朝
の
ロ
8
6
5白
河

O
E－－（下）

」 a

/', 

I
「
・
・
朕
は

ω
g
o
g
E
E
S
S
z
o
z
m
g
M）

問。
B
E
B
（
問
。
印
。
可
）
及
び
〈
2
色。吋
ODm
（〈
m昆
2
・0ロ
O）
に
あ
る
彼
等
（
ω巴口同
l

回
、
ロ
巳
叩
ロ
円
四
何
回
omwZ4M江
田
と
そ
の
の
omロ
o芝山

及
び
修
道
士
）
の
土
地
の
一
切
の

g
g
z
o宮内田
Z
g
を
・
・
ハ
彼
等
に
〕
与
え
る
。
弦
今
以

或
は
朕
の
王
国
に
住
む
も
の
の
何
人
か
が
、
其
処
で

E
H『。ロ

g
も

σω
ロ
ロ
ロ
ヨ

ロ
mwRZB
も
円
o
g
tの
ロ
旨
を
も
行
使
す
る
こ
と
な
き
ょ
う
・
・
・
・
。
」

を
も
、
・
・
・
・
叉

F
－g
l

後
、
朕
の
ハ
役
人
の
〕
何
人
か
、

E
「
更
に
神
及
び
そ
の
聖
者
ロ
U10E由
吉
田
（
ω巴
ロ
ヤ
ロ
g
山
田
）
に
全

HM円。。
z
o
g
を
そ
の
全
℃
。
古
田
宮
田
に
お
け
る
古
色
片
山
恒
三
mw
と
共

に
与
え
る
。
即
ら
そ
れ
ら
は

σ
E
g
g
g
と
、
叉
他
の
法
の
の
Cロ白
c
m
Z円四
E
g
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
れ
、
畑
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
と
、

屋
内
で
あ
ろ
う
と
、
公
道
私
道
上
を
間
わ
ず
、
上
記
全

HVE巳ロの
E
の
内
部
の
何
処
で
あ
ろ
う
と
も
、
生
じ
た
一
切
の
違
犯
を
・
・
・
・
。
」

家

而
し
て
ア
ン
り
一
世
以
後
に
い
た
っ
て
、
再
び
・
4
・
日
の
釦
ユ
”
が
用
い
ら
れ
て
、

フ
イ
リ
ッ
プ
一
世
の
確
認
文
書
中
に
も

E
「
か
つ
て
朕
の
父
同
日
戸
円
仙
の
gm
が
興
え
た
も
の
を
、

即
ち
岡
、
。
ロ
m
O
M
E
B
（F
。ロ
m
g角川町回目
OC印凶，
F
O
E－
。
ロ
巾
）
か
ら
ペ
g

z
河
中
流

又
上
記
教
会
（
ω巴
ロ
件
。
。
吋
忠
告
叩

r
n
o
s

－pmロ
叩
）
が
の
mロ
ロ
印
（
】
mWCM）
に
有
す
る
土
地
の

i
巳
5mw
を
、
当
該
教
会
に
確
認
す
る
。
・
・
・
・
0

」

に
い
た
る
閣
の
白
色
4
0
2
H
E
と
・
4
E
E
E
を、

ω仰の命日
5
3
R
U
T－oーの
E
ロ
仏
）
の

imw円
g
g
を、

そ
れ
に
反
し
て

。。

ω巴
ロ
マ
〈
吉

8
己
r
p
E
U
の
場
合
の
如
く
、
専
ら
教
会
、
修
道
院
が
そ
の
領
域
内
で
、
自
ら
執
行
す
る
裁
判
の
日
B
B
E
H－g
p
ロ
σ
2
l

と
い
う
表
現
と
な
っ
て
表
れ
る
。

〕
ロ
印
巴
丘
町
W

は

z
o件吋
ml巴
mwBO

q
H
W
E日間】
gu
ω巴口付
1

冨担吋仲山口
l

色
町
印
。

E
B官・

g
m
を
規
定
し
た
も
の
に
す
ま
な
い
。

以
上
を
通
じ
で
、

ロ
ベ
ー
ル
二
世
の
時
期
を
除
い
て
、

1
l
l此
処
に
は
明
か
に

σ忠
臣
E
P

－釦可。ロ

g
更
に
恐
ら
く
は

白山凶ロ
m
g出回叩印句

E
H
M
E
P
E
2ロ仏
E
B切

HM。
B
M
n
E
E
B
を
も
含
め
た
の
。
出
田
口
。
宮
内
回
目
ロ
g

が、

Fogmw円同盟岡山
2
が
規
定
す
る
如
く
に
存
し
た

l
l他
の

初
期
カ
ぺ

l
王
二
人
の
文
書
中
で
は
、
俗
権
裁
判
権
を
示
す
語
の
主
流
は

i
s
z
p
4
同州凶件直同『凶

で
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

而
し
て
フ
イ
リ
ッ
プ
一
世
の
時
期
に
は
、

σ
E
S
Z
B
U
－向付円。ロ
2
等
の
表
現
は
殆
ん
ど
姿
を
ひ
そ
め
、

つ
い
で
吉
弘
正
釦
と
云
う
語
が
次
第



に
そ
の
数
を
増
す
の
で
あ
る
。
か
く
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
我
々
は
《

t
R
U
S
E
a
gロ
O
B
E
a
M
H
U
B
V
と
云
う
表
現
を
、

一
つ
の
過

渡
的
な
も
の
と
し
て
理
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
し
、
時
と
し
て
℃
m
m
g
の
指
定
を
伴
う
所
か
ら
し
で
も
、
叉
こ
れ
に
適
合
す
る
裁
判
管
区
を
、
少

く
と
も
そ
の
原
型
と
し
て
は
、
カ
ロ
リ
ン
ガ
朝
以
来
の

i
g巴
5
管
区
、

i
sュ
”
に
求
め
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
で
払
ろ
う
。
市
し
て
十
一

世
紀
後
半
の

i
g
Z仰
の
直
接
的
行
使
者
は
、
王
の
耳

O
U
S
E－
印
（
匂
広
4
0
3
、
王
の
－
Z
S巳
5
（
i
g可
叩
）
で
あ
り
、
王
の

B
E
U
Z円

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

如
上
の
裁
判
権
を
主
と
し
て
℃
円
飢
え
M

円
が
執
行
し
て
い
た
こ
と
を
、
上
掲
諸
例
と
と
も
に
、
次
の
文
書
が
証
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

W
H

「
・
・
朕
の
℃

E
S。
印
山
吉
田
と

1
2
8
s
g
の

B
E目
的
門
立
は
、
〔
す
で
に
u
久
し
く
彼
等
（

ω丘三
l

沼
山
吋
叩
含
冨
叩

E
S）
の

F
O
Bヤ

ロ
2
に
対
し
て
、
悲
し
み
ゃ
ぞ
行
い
来
っ
た
。

こ
れ
ら
ハ
の
事
態
U

に
〔
対
す
る
U

嫌
悪
と
焦
慮
に
動
か
さ
れ
て
、

ω
g
oロ
S
白山印（

ω巾
ロ
印
）
の

大
司
教
仏
0
5ロ
ロ
印
河
町
喜
四
一
江
口
加
は
、
上
記
諸
王
の
（
ロ
ベ
ー
ル
二
世
及
び
ア
ン
リ
一
世
の
）

U巴
i
z
E田
を
た
ず
さ
え
て
、
朕
の
許
に
来
つ

た
0

・
・
・
・
朕
は
よ
っ
て
、
俗
権
事
犯
の
す
べ
て
の
悪
し
き
慣
行
を
、
ハ
即
ち
〕
片

a
z
g
u
E同】
E
P
Eロロ
zgu
及
び
吉
g
ロ円四日
Z
B
を
除
く

古
門
回
目
。
日
仰
の
強
請
す
u
内仰の巴
O
）
を
、
・
・
・
・
返
還
し
、
放
棄
す
る
・
・
・
・
。
」

同】円恥
J
1
0
Z

の
所
在
と
そ
の
場
所
と
は
、
今
日
ま
で
に
可
能
な
限
り
解
明
し
つ
く
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
一
世
治
下
の
そ
れ
ら
は
、

n
m
u
n
u
u旭
日

目

白

MM初
日

a

n

n

m

m

H

品目

u

n

。円
H
Eロ
p
p
w
z
p
ω
g白
”
切
EBHVO白
w
p己
guD
冨
州
百
円

g
u
ω
g
－F
∞OCH－m巾
一
少
冨

o
E
P
切
g
c・g
u
及
び
恐
ら
く
は
之
に
加
え

日

泌

総

て
、
。
0
5
1芯
ロ
ク

2
5写
山
町
吋
印
に
存
し
た
。
之
ら
か
ら
、
回

g
Z
4色
白
と

2
5守山
0
2
を
除
け
ば
、
他
は
何
れ
も
王
の
城
、
宮
殿
等
の

所
在
地
で
あ
印
。
王
の
巡
廻
に
は
、
こ
れ
ら
℃
芯
」
λ
v
g
の
直
接
的
把
握
の
意
味
も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

同】弘司
AUZ
は
上
掲
諸
例
で
す
で
に
明
か
な
如
く
、
そ
の
下
に

i
n耐
え
吉
切
を
有
し
て
い
た
。
即
ち
切
Z
B
H】g
の
場
合
に
は
「
朕
の
胃
？

吉
田
町
門
戸
読
売
。
、
朕
の

i
s
Z
5
も
、
叉
朕
の
他
の

B
Z
Z丹
市
円
も
・
・
・
・
」
、
或
は
、
「
朕
の
刷
局
巾
吉
田

E
M印
も
、
朕
の
他
の
ヨ
富
山
印
件
。
ユ
巴

g

舗

も
、
他
の
何
人
た
り
と
も
・
・
・
・
」
と
あ
る
。
叉

O
ユ
m
mロ
印
に
つ
い
て
は
、
「
・
・
匂
叶
え

2
2印
（
H
℃
日
℃
O
包

E
白
）
、
又
は

i
sュ
5
又
は

2
8宮

初
期
カ
ベ

l
王
朝
の
り

O吉
田
百
白
河

O
E－
（
下
）

＿，司
ノ＼



初
期
カ
ペ

I
王
朝
の
り
0
5曲目ロ叩

m
D
E】（下）

』
、
、
口
当

↑ノ

H
K

又
は
司
自
己
2
2
中
の
何
者
か
、
或
は
朕
の

B
Z
Z
Z江
口
自
に
あ
り
し
者
、
或
は
朕
の

B
Z目
的
同
丘
中
の
何
人
た
る
を
間
わ
ず
・
・
・
・
」
と

あ
り
、
叉
恐
ら
く
は
当
該
可
思

40広
に
属
す
る

v
a
B
河
に
関
し
て
、
「
・
・

4
8
E
O円
も
、
片
山
－

g
ロ
R
E臼
も
、

HMmwHHロ
ωユ
ロ
タ
℃
門
知
名

oi

曲目宮白・

1
2巴
5
も
、
件
。
－

oロ叩
E
Z
5
も
、
叉
上
記
俗
権
問
5
g
a
g
の
他
の
何
人
も
1
・
」
と
あ
り
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に
一
確
認
文
書
に
は
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内
宮
包

σ
2
2
U『丘
2
2
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並
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一
・
悶

2
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2巴
J1
－n目
立
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。
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ら
れ
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。
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J
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。
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収
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司
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R
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れ
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掲
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2
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g
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。
例
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5
1
2
8
5
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山
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三
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さ
れ
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。
更
に
∞
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民円
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∞
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門
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一
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d
B
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し
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対
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∞
O
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m
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併
合
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間
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な
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一
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O
二
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制
蝿

か
ら
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由
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あ
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確
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て
他
の
胃
一
号
・

0
Z
も
ほ
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同
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状
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れ
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。
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ち
胃
令
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『
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町
宮
印
又
は

i
g門戸
5
叉
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印
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3
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4
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1
8
B
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。
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℃
広
4
0
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本
来
・
1
8
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さ
れ
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。

1
8
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1
8
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で
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か
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之
は
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面
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i
g
g
g
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梁
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さ
え
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的
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害
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た
で
あ
ろ
う
的
、
之
と
同
様
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m
σ
5
が
匂
円
。
4・0
Z
等
に
も
存
し
た
事

然
ら
ば
何
故
に

王
と
の
関
連
下
に
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ら
な
か
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た
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で
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ろ
う

を
上
掲
諸
文
書
が
示
し
て
い
る
以
上
、
よ
り
本
質
的
に
は
、
王
が
封
建
的
関
係
に
基
く
間
接
的
収
奪
よ
り
は
、
請
負
的
な
も
の
で
あ
れ
、
よ
り

直
接
的
な
支
配
を
そ
れ
ら
の
上
に
望
ん
だ
か
ら
に
外
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ら
な
い
。
市
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て
こ
の
事
は
、
少
く
と
も
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ベ
ー
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世
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た
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利
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あ
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。
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し
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Sur le Dowaine Royal sous Ies Premiers Capetiens 

-Le dornaine la··ge sous le regne de Philip;·e I'"-(11, et fin.) 

par H. Mori. 

Dans les chartes de Philippe 1°', 1.e mot <(consuetudo, con­
suetudines)> est employe pour desip ner les droits suivants, le 
banvin, la corvee, le cens, la dime, le champart, le <(prandi­
um;>, le brennage, la <(;:plaustrizatio;,> et la <(-:'.:villicatio)>. Pour 
ce que concernent ces droits, les <(consuetudines)> n'impliquent 
que des revenus secondaires. Mais on doit remarquer le fait 
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qu'ils sont etales souvent avec les droits d'autre genre; ce sont 

le marche, le tonlieu, la taille et la justice. Les premiers deux 

droits sont en principe issus du controle du souverain sur la 

circulation et le commerce (par exemple; l'Edit de Pitre, 864). 

La taille, nouvellement creee, payee en argent, qu'on appelle 

parfois la charge publique (petitio publica), n'a pas conserve son 

caractere domanial. Tous ces droits n'auraient pas ete en vertu, 

s'ils n'avaient pas su ressortir a quelque sorte d'administration 

territoriale. La justice, enfin, compliquee par l'immunite ou la 

liberte ecclesiastique, ne peut etre qu'issue du droit regalien. 

Terminologie employee a signifier la justice au 11° siecle, 

c'etait surtout la <{vicaria, viaria}>; la <{justitia)>n' etait emp­

loyee qu'a celle de l'Eglise. D'ou nous trouvons les vicariae ou 

les vicecomz"tates carolingiennes comme le prototype des prevotes 

capetiennes. Prevotes, auxquelles le roi ressort l'exercice de la 

justice et des autres droits, ont augmente son nombre jusqu'a 

la douzaine sous le regne de Philippe 1°•. Prevots, qu,i avaient ete 

nommes au lieu de vicomtes ou de vicaires caro1ingiens, ont 

devenu, de plus en plus, ks secles represEntants du pouvoir 

seigneurial du roi dans le domaine lai'qtu::. Nous supposons 

done que le domaine royal etait alors en visant a se former 

!'<(ensemble des prevotes),. 
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